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ご挨拶

皆様ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。第７０回日本聴覚医学会学会総会・学術講演会を２０２５年

１０月１５日（水）～１７日（金）に成田国際文化会館にて開催することとなりました。国際医療福祉大学医学部

は２０１７年に開学しましたが、耳鼻咽喉科学講座が主催させていただく初めての全国学会となります。歴史あ

る日本聴覚医学会を主催する機会を賜り、大変光栄なことと考えております。

本学会では、従来目玉として２つの主題を決めて参りました。主題１は、「難聴児医療・療育における多

職種連携」です。各地域、医療機関での取り組みのご発表を皆様で議論していただき、すべての難聴児が最

善の医療・療育を受けられるようにと祈っています。主題２は「学童期以降に発症した難聴に対する遺伝子

診断を踏まえた医療の課題」です。後天性難聴においても先天性難聴と同様に「遺伝子が関与しうる」こと

を認識し、日常臨床に難聴の遺伝学的検査を活用して欲しいと考えております。

２つの主題に対応してシンポジウムと教育講演を企画しました。また、特別セミナーでは「いよいよ始ま

った難聴の遺伝子治療」として聴覚医学のホットな話題をご講演いただきます。一方、今回主題を含め２０７

題という多くの一般演題をお申し込みいただきました。自身は一般演題の質疑応答を通して学んだことが多

く、特別企画とともに一般演題の会場にも足を運んでいただき、議論に参加して欲しいと思います。

今回の学会から、一部の群を除き二人座長としたほか、質疑応答用紙が廃止され、Audiology Japan 誌

に掲載されてきた座長記もなくなります。その替わりに、予稿内容に変更がある場合には、必ず修正稿の提

出をお願いしたいと思います。１０月１６日の夜には１０年ぶりに「会員懇親の夕べ」を復活させました。簡単な

懇親会ですが、難聴患者団体様のスピーチも予定していますのでご参加いただければと思います。

成田には、多くの初詣参拝客で有名な成田山新勝寺があります。また、成田の民芸・伝統工芸、うな重や

そば・うどんなどのグルメを楽しめる約８００メートルに渡る参道があります。ホームページには「成田を満

喫！」のタブを作成しました。ご覧いただき、ぜひ門前町「成田」を楽しんでいただければと思います。

本学が誇る言語聴覚学科のスタッフとともに、国際医療福祉大学総出で皆様をお出迎えしたいと思いま

す。第７０回日本聴覚医学会学会総会・学術講演会への皆様のご参加を心よりお待ち申し上げます。

第７０回日本聴覚医学会総会・学術講演会

会長 野口 佳裕
国際医療福祉大学医学部耳鼻咽喉科学
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成田国際文化会館
〒２８６―００２１ 千葉県成田市土屋３０３

令和７年
１０月１５日（水）～１７日（金）

国際医療福祉大学医学部耳鼻咽喉科学

日時

会場
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■電車をご利用の方
JR成田線“成田駅”または 京成電鉄“京成成田駅”下車。
学会シャトルバス、成田市コミュニティバス、千葉交通イオンモール成田行路線バス、タクシーを

ご利用ください。
（学会シャトルバスについては次のページをご参照ください。）

■お車をご利用の方
東関東自動車道 成田インターより５分
駐車可能台数４００台（無料）

■タクシーをご利用の方
駅前よりタクシーで１０分程度です。但し、道路が混雑している場合は時間がかかります。

࢐೒の̮մඤ
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学会シャトルバス 時刻表
１０月１６日（木）
京成成田（コンフォートホテル成田前）→
成田国際文化会館

成田国際文化会館→
京成成田（コンフォートホテル成田前）

７ ５０ ７
８ ００ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ８
９ ００ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ９
１０ ００ １０ ２０ ４５ １０
１１ ００ ３０ １１
１２ ００ １２
１３ ００ １３
１４ ００ １４ ３０
１５ ００ １５ ３０
１６ １６ ００ １０ ２０ ３０ ４０ ５０
１７ １７ ００ １０ ２０ ３０ ４０ ５０
１８ １８ ００ １０ ２０ ３０ ４０ ５０
１９ １９ ００ ３０ ４０ ５０

２０ ００ １０

１０月１７日（金）
京成成田（コンフォートホテル成田前）→
成田国際文化会館

成田国際文化会館→
京成成田（コンフォートホテル成田前）

７ ４５ ７
８ ００ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ８
９ ００ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ９
１０ ００ １０ ２０ ４５ １０
１１ ００ ３０ １１
１２ ００ １２
１３ ００ １３
１４ ００ １４ ３０
１５ ００ １５ ３０
１６ １６ ００ １０ ２０ ３０ ４０ ５０
１７ １７ ００ １０ ２０ ３０ ４０ ５０
１８ １８ ００ １０ ２０ ３０ ４０ ５０
１９ １９ ００ ４５

２０ ００

会ΏλΠσΨΑڠ

※変更となる可能性もありますので，最新の時刻表は
学会ホームページでご確認ください
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51

●リッチモンドホテル成田

●コンフォートホテル成田

●センターホテル成田１

●
アパホテル
京成成田駅前店

ホテルウェルコ
　　　　　成田●

京成成田駅京成成田駅

JR 成田駅JR 成田駅

バス発着場所

408

空港通り空港通り

バス発着場所

成田国際文化会館
（学会会場）
成田国際文化会館
（学会会場）

学会シャトルバス発着場所
＜成田駅側＞

京成成田駅東口側 コンフォートホテル成田近く
（京成成田駅から徒歩約３分、JR成田駅から徒歩約１０分）

＜成田国際文化会館側＞

成田国際文化会館（学会会場）前ロータリー
（会場出てすぐ）
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■成田市コミュニティバス、千葉交通イオンモール成田行路線バスをご利用の方

＜成田市コミュニティバス時刻表＞

京成成田駅東口発 文化会館着

８：１４ → ８：２４

１０：２４ → １０：３４

１１：５４ → １２：０２

※１２：５４ → １３：０４

１５：３５ → １５：４５

※１５：４４ → １５：５４

１６：３４ → １６：４４

１７：３４ → １７：４５

１９：２５ → １９：３４

※印水掛ルート、他は大室循環ルート

＜成田市コミュニティバス＞【大人２００円】
⑴大室循環（赤荻ルート）１日７便
京成成田駅東口“成田市役所”より［所要約１０分］
“文化会館”下車。
⑵水掛ルート１日２便
“京成成田駅東口”または“成田市役所”より［所要約１０分］
“文化会館”下車。

ΨΑވ࢖
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＜千葉交通 イオンモール成田行路線バス＞【大人２２０円】
“京成成田駅”６番のりばより ［バス乗車時間 所要約１０分］
終点 “イオン成田店”バス停下車後、学会会場まで徒歩１０分。
イオンモール成田行は７時台から２１時台まで、復路（京成成田駅行）は６時台から２３時台まで、いず
れも約１５分間隔で運行。

時 イオンモール 発 モール東 イオン成田店 発

６ ３５ ３６

７ １８ １９

８ ３５ ３６

９ １８ ３１ ４６ １９ ３２ ４７

１０ ０１ １６ ３１ ４６ ０２ １７ ３２ ４７

１１ ０１ １６ ３１ ４６ ０２ １７ ３２ ４７

１２ ０１ １６ ３１ ４６ ０２ １７ ３２ ４７

１３ ０１ １６ ３１ ４８ ０２ １７ ３２ ４９

１４ ０１ １６ ３３ ４６ ０２ １７ ３４ ４７

１５ ０３ １６ ３１ ４６ ０４ １７ ３２ ４７

１６ ０１ １６ ３１ ４６ ０２ １７ ３２ ４７

１７ ０１ １５ ３０ ４５ ０２ １６ ３１ ４６

１８ ０５ ２２ ３８ ５５ ０６ ２３ ３９ ５６

１９ １３ ３３ ５２ １４ ３４ ５３

２０ １３ ３３ ４８ １４ ３４ ４９

２１ ０８ ２５ ３７ ５９ ０９ ２６ ３８

２２ １６ ４１ ００ １７ ４２

時 京成成田発

７ ００ ３５

８ ０５ １９ ４２

９ ０２ １５ ３０ ４５

１０ ００ １５ ３０ ４５

１１ ００ １５ ３０ ４５

１２ ００ １５ ３０ ４５

１３ ００ １５ ３２ ４５

１４ ００ １７ ３０ ４７

１５ ００ １５ ３０ ４５

１６ ００ １５ ３０ ４５

１７ ００ １５ ３０ ５０

１８ ０７ ２３ ４２

１９ ００ ２０ ４０

２０ ００ １８ ３５ ５５

２１ ２５

（往路）京成成田駅 発 （復路）イオンモール 発
始発から９ : ３６発までのバスは、

イオンモール成田従業員入口前を経由致します。
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本学術講演会は現地開催を基本とし，学会終了後，第４７回補聴研究会，第７２回聴覚生理研究会など一部の
セッションのオンデマンド配信を実施する予定です。

オンデマンド配信期間 :２０２５年１０月２８日（火）正午～１２月１２日（金）

Ⅰ．会 場

成田国際文化会館
第１会場 １階「大ホール」
第２会場 １階「小ホール」
第３会場 ２階「国際会議室」

Ⅱ．参加登録受付
１． 参加登録は現地参加，事後オンデマンド配信ともに，学術講演会ホームページから（https://www.gak-

kai.co.jp/audiology70/）の事前参加登録のみとなります。学会会場にご来場の前に，ホームページか
ら参加登録をお願いします。

２． 会場整理費は１２，０００円（会員・非会員，不課税）です。
３． 医学部医学科学生，初期研修医ならびに文部科学大臣指定の言語聴覚士養成課程に在籍する学生，都

道府県知事が指定する言語聴覚士養成所（専修学校）に在籍する学生の方は，会場整理費を無料とい
たします。これは日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会および日本聴覚医学会の方針を受けて，医学部生，
研修医，言語聴覚士養成課程に在籍する学生に耳鼻咽喉科を理解してもらおうという意図に基づくも
のです。医学部以外の学生や大学院生には適応がありませんのでご了承ください。参加希望の方はあ
らかじめホームページより「参加申込用紙」をダウンロードし，必要事項をご記入の上，事前参加登
録時に提出をしてください。

４． ネームカード（参加証付き）は当日お渡しいたします。学会当日，参加事前登録完了時に配信される
お申込み控えメールに記載の QRコードをご提示ください。ネームカードの事前発送はいたしませ
ん。

５． 若手会員の発表を奨励するための参加費助成申請をされた方も無料となります。９月中旬に該当者の
「筆頭演者のメールアドレス」に受付方法をご連絡します。助成対象者も事前の参加登録が必要です
のでご注意ください。

６． 総合受付は，成田国際文化会館１階「大ホールロビー」に設置しております。受付時間は下記の通り
です。
１０月１６日（木）８：２０～１８：３０
１０月１７日（金）８：２０～１７：００

７． 新入会の手続きは，日本聴覚医学会事務局受付にてお願いいたします。なお，日本聴覚医学会WEB
サイト内入会案内ページもご参照ください。
https://audiology−japan.jp/japan_audiological_society/admission/

８． 日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会会員カード（ICカード）の受付と単位について
本学会は，日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会認定耳鼻咽喉科専門医制度に該当する関連学会です。日本
聴覚医学会総会・学術講演会に参加して，会員カード（ICカード）の受付をすることで，学術業績・
診療以外の活動実績として２単位，耳鼻咽喉科領域講習（日程表で�領マーク）の受講で１時間１単位
（上限２単位）を取得できます。

ご案内
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＜現地参加の場合＞
⑴ 「ICカード」による登録方法
①学会参加登録：学会会場に来場時（総合受付付近で行います）。
②専門医講習受講登録：耳鼻咽喉科領域講習・専門医共通講習の受講の入退室時。
なお，②に先立ち，①の登録が必要です。

⑵ 「ICカード」の使用方法
カードリーダー上にカードを置くと，接続されたコンピュータ上に所有者名が表示されますので，コ
ンピュータ画面を確認してから，カードを取ってください。

⑶ 「ICカード」を忘れた時
仮カードを発行（有料，デポジット制）しますので，仮 ICカード発行窓口（総合受付）までお越し
ください。

⑷ 講習開始以降の入室，または途中退出の場合，単位は取得できません。

＜オンライン参加の場合＞
⑴ 「オンライン」による登録方法
①学会参加登録：オンライン開催期間中に，オンデマンド視聴画面にログインすることで受け付けさ
れます。
②専門医講習受講登録：耳鼻咽喉科領域講習対象の講演を最初から最後まで視聴いただいた場合に受
講単位として認められます。

＜取得可能単位＞
⑴ 学会参加登録単位：２単位
⑵ 耳鼻咽喉科領域講習：１単位／セッション（会期中上限２単位）

＜耳鼻咽喉科領域講習＞
下記の講習で各講習１単位（上限２単位）を取得できます。
●１０月１６日（木）８：５０～１０：２０
シンポジウム「難聴児医療・療育における多職種連携」

●１０月１７日（金）８：４０～９：４０
教育講演「学童期以降に発症した難聴に対する遺伝子診断と課題」

なお，「補聴研究会」「聴覚生理研究会」「難聴遺伝子の研究会」は学会から独立して企画しています。こ
れらは前述の単位上限とは別に，それぞれの研究会で申請している単位が認められます。詳細はホームペー
ジの各研究会のページを参照ください。

Ⅲ．演者の方へ

１． 発表時間は，「主題」は発表９分，質疑６分，「一般演題」は発表６分，質疑４分（キーノートレクチ
ャーは発表１４分，質疑６分）です。時間厳守にご協力ください。なお，第１会場で行われる主題，一
般演題の質疑応答に関しては，座長の判断でシンポジウム形式（登壇形式）となる場合があります。

２． 発表は PCプレゼンテーションに限定いたします。講演会場には液晶プロジェクターとWindows版
PowerPointを準備いたします。その他のプロジェクター（スライド・OHP等）の使用はできません
のでご注意ください。

３． 発表データの受付
①発表データは，大ホール１階ホワイエでお預かりいたします。
②口演発表開始４０分前までに PCデータ受付にて発表データ受付をお済ませください。
③発表データはワイド画面（１６：９）にて作成してください（標準（４：３）のデータでも投影は可能
ですが，左右に黒帯が発生いたします）。
④すべてのご発表について，音声，動画の使用が可能です。PCデータ受付でお申し出ください。
⑤発表者ツールは使用できません。
⑥記録媒体をスタッフが触れる可能性がありますが，ご了承ください。

４． 利益相反（COI）開示のご案内
本学術講演会の演題発表に際し，筆頭演者および全ての共同演者の過去３年間の利益相反（COI）状
態の開示をお願いいたします。詳細は本学術講演会ホームページをご確認ください。
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５． データをお持ち込みの場合の注意点
①データは USBフラッシュメモリに保存してお持ちください。
②フォントは OS標準フォントをご使用ください。
・日本語…MSゴシック，MS Pゴシック，MS明朝，MS P明朝等
・英語…Arial，Century，Century Gothic，Times New Roman等

③動画を使用する場合，バックアップおよびトラブル対策のため，PC本体もお持ちください。
④プレゼンテーションに他のデータ（静止画・動画・グラフ等）をリンクさせている場合は，必ず他
のデータも一緒に保存し，作成した PCとは別の PCにて事前動作確認をお願いいたします。
⑤ファイル名は「演題番号_演者名.pptx」としてください。（例 :００３_山田太郎.pptx）
⑥メディアを介したウイルス感染の事例がありますので，最新のウイルス駆除ソフトでチェックして
ください。
⑦お預かりしたデータは，学会終了後，責任を持って消去いたします。

６． PC本体をお持ち込みの場合の注意点
①会場のプロジェクターへは一般的な外部出力端子（HDMI）での接続となります。Macintoshや一
部のWindows PCでは変換コネクターが必要となりますので，必ずご持参ください。会場での貸
し出しはありません。
②バッテリーのみでの駆動はトラブルの原因となる可能性がありますので，ACアダプターを必ずご
持参ください。
③スクリーンセーバー，ウイルスチェック，ならびに省電力設定（Macintoshの場合はホットコーナ
ー）は予め解除してください。

７． 次演者は前もって会場内左手前方の「次演者席」にご着席ください。

Ⅳ．予稿集に関する注意
１． 研究成果として正式な記録に残るのは予稿集に記載された内容です。
２． 予稿集の修正は認められません。
３． やむをえぬ事情により，予稿内容に修正が必要となった場合には，雛形を大会 HP「演題登録」ペー

ジからダウンロードしていただき，修正稿を１０月２４日（金）までに
toukou@audiology―japan.jpに提出してください。

４． 修正稿は，学会終了後に学会誌 Audiology Japanに掲載される予定です。

Ⅴ．理事会
理事会を以下の要領で行います。
１０月１５日（水）１５：００～１７：００ ヒルトン成田 TOP階「ダイヤモンドルーム」

Ⅵ．代議員会（定時社員総会）
代議員会を以下の要領で行います。
１０月１５日（水）１７：００～１９：００ ヒルトン成田２階「ロイヤルホール①」
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Ⅶ．委員会

各委員会をヒルトン成田の宴会場において下記の要領で行います。

委員会 開催日 開催時間 会場
新規活動推進委員会

１０月１５日（水）

１３：００～１４：００ ヒルトン成田 ２Ｆ「パールルーム」
福祉医療委員会 １３：００～１４：００ ヒルトン成田 ３Ｆ「松」
用語委員会 １３：００～１４：００ ヒルトン成田 ３Ｆ「竹」
難聴対策委員会 １３：００～１４：００ ヒルトン成田 ３Ｆ「梅」
ガイドライン委員会 １３：００～１４：００ ヒルトン成田 ３Ｆ「葵」
広報委員会 １３：００～１４：００ ヒルトン成田 ３Ｆ「蘭」
講習会委員会 １４：００～１５：００ ヒルトン成田 ３Ｆ「松」
JIS・ISO委員会 １４：００～１５：００ ヒルトン成田 ３Ｆ「竹」
保険医療委員会 １４：００～１５：００ ヒルトン成田 ３Ｆ「梅」
聴覚・言語委員会 １４：００～１５：００ ヒルトン成田 ３Ｆ「葵」
ダイバーシティ委員会 １４：００～１５：００ ヒルトン成田 ３Ｆ「蘭」

Ⅷ．クローク・機器展示・ホスピタリティルーム
学会期間中，下記フロアに設置いたします。
クローク：成田国際文化会館 １階「大ホールロビー」
機器展示：成田国際文化会館 １階「大ホールロビー」「大ホールホワイエ」
患者団体展示：成田国際文化会館 ２階「ロビー」
ホスピタリティルーム：成田国際文化会館 １階「第１会議室＋第２会議室」

（共催：メドエルジャパン株式会社）

Ⅸ．共催セミナー
混雑緩和のため，ランチョンセミナーのみ整理券を配布いたします。ランチョンセミナー整理券配布デス
ク（１階「大ホールロビー」）でお受け取りください。整理券配布枚数には限りがあり，各日程先着順に発
券し，なくなり次第終了といたします。予めご了承ください。なお，配布時間が終了した時点で残っている
整理券は，各ランチョンセミナー会場前にて配布いたします。
＜ランチョンセミナー整理券配布時間＞
１０月１６日（木）８：２０～１１：１０
１０月１７日（金）８：２０～１１：５０

Ⅹ．会員懇親の夕べ

下記，日時・会場で会員懇親の夕べを開催いたします。キッチンカーを用意して，お飲み物と軽食を準備
しております。難聴患者団体による活動内容のご案内も実施しますので，ぜひご参加ください。
日時：１０月１６日（木）１８：５０～１９：５０
会場：第２会場，ならびに屋外スペース（第２会場外）

ⅩⅠ．託児所のご案内
本学術講演会ではお子さま連れの参加者に対し，保育・託児費用の助成を行います。助成金の申請締め切
りは１０月８日（水）正午となります。詳細は学術講演会ホームページから（https://www.gakkai.co.jp/audiol-
ogy70/nursley/）ご確認ください。
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ⅩⅠⅠ．会場内無線 LAN（Wi―Fi）
仮設の無線Wi―Fiを設置いたします。利用者数に制限がございますのでご容赦ください。
SSID，パスワードなどは会場でご確認ください。
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第７０回日本聴覚医学会総会・学術講演会では、以下の講演が領域講習の対象セッションとなります。
各講習１単位（上限２単位）を取得できます。

１０月１６日（木）８：５０～１０：２０
第１会場（大ホール）
シンポジウム : 難聴児医療・療育における多職種連携

講 演：高野 賢一（札幌医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座）
「北海道における難聴児支援の多職種連携
―医療・教育・行政をつなぐ地域ネットワークの展開―」
宇佐美真一（信州大学医学部人工聴覚器学講座）
「難聴児のためのより良い環境作りを目指して : 長野県での取り組み」
福島 邦博（医療法人さくら会早島クリニック耳鼻咽喉科皮膚科）
「難聴児支援における多職種連携 :
相談支援事業を中心にしたアプローチについて」
中川 尚志（九州大学大学院医学研究院耳鼻咽喉科学教室）
「福岡県における医療・教育連携の成り立ち」

司 会：中川 尚志（九州大学大学院医学研究院耳鼻咽喉科学教室）
城間 将江（国際医療福祉大学大学院言語聴覚分野）

１０月１７日（金）８：４０～９：４０
第１会場（大ホール）
教育講演 : 学童期以降に発症した難聴に対する遺伝子診断と課題

講 演：高橋 優宏（国際医療福祉大学三田病院耳鼻咽喉科）
司 会：石川浩太郎（国立障害者リハビリテーションセンター病院）

耳鼻咽喉科領域講習のお知らせ
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第７０回日本聴覚医学会総会・学術講演会では以下のような企業セミナーを開催いたします。

１０月１６日（木）１２：００～１２：５０
第１会場（１Ｆ大ホール）
ランチョンセミナー１ : ヒト脳聴覚野の不適切な可塑性変化とリハビリテーション

講 師：岡本 秀彦（国際医療福祉大学医学部生理学）
司 会：大森 孝一（京都大学大学院医学研究科頭頸部腫瘍先進治療学講座）
共 催：マキチエ株式会社

第２会場（１Ｆ小ホール）
ランチョンセミナー２ : 聴こえが変える高齢者の QOL

講 師：吉田 忠雄（名古屋大学大学院医学系研究科頭頸部・感覚器外科学講座
耳鼻咽喉科）

「人工内耳“早期”装用が切り拓く聴覚と認知の未来」
原 大介（名古屋大学医学部附属病院リハビリテーション部）
「高齢者の“聴こえる生活”を支援する
―症例から学ぶ人工内耳リハと認知機能」

司 会：山本 典生（神戸市立医療センター中央市民病院）
共 催：株式会社日本コクレア

第３会場（２Ｆ国際会議室）
ランチョンセミナー３ : リスニング・エフォート―難聴児・者の聞き取り労力―

講 師：田原 敬（茨城大学教育学野）
「ゼロからわかるリスニング・エフォート」
片岡 祐子（岡山大学病院聴覚支援センター）
「難聴児・者の評価と支援の展望」

司 会 : 中川 尚志（九州大学大学院医学研究院耳鼻咽喉科学分野）
共 催 : デマント・ジャパン株式会社

企業セミナー開催のお知らせ
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１０月１６日（木）１６：３０～１７：２０

第２会場（１Ｆ小ホール）
スイーツセミナー : 補聴援助システム、使ったことありますか？

講 師 : 吉田 翔（日本赤十字社長崎原爆病院耳鼻咽喉科）
司 会 : 阪本 浩一（大阪公立大学大学院医学研究科聴覚言語情報機能病態学

寄附講座）
共 催 : ソノヴァ・ジャパン株式会社

１０月１７日（金）１２：２５～１３：１５

第１会場（１Ｆ大ホール）
ランチョンセミナー４ : 難聴児のきこえとことばを伸ばすために

講 師 : 井上ひとみ（日本福祉大学中央福祉専門学校）
「「育児語」の役割」
木村 恵（弘前大学医学部附属病院）
「「ことばの土台」をしっかり作る」
山田奈保子（福島県総合療育センター）
「「ことばの土台」を広げる重要性」
土井 礼子（なないろ教室）
「生活言語を拡充させ「学習言語」につなげるには」

司 会 : 土井 礼子（なないろ教室）
共 催 : メドエルジャパン株式会社

第２会場（１Ｆ小ホール）
ランチョンセミナー５ : 今から始める難聴の遺伝子診断

講 師 : 西尾 信哉（信州大学医学部人工聴覚器学講座）
「誰でも分かる遺伝学的検査」
北尻真一郎（北尻耳鼻咽喉科）
「分かりやすい遺伝子診断の実際」

司 会 : 野口 佳裕（国際医療福祉大学医学部耳鼻咽喉科学）
共 催 : 株式会社ビー・エム・エル
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第３会場（２Ｆ国際会議室）
ランチョンセミナー６ : ワイドバンドティンパノメトリを知る

～中耳疾患から内耳疾患の診断へ～
講 師 : 我那覇 章（国際医療福祉大学成田病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科）
司 会 : 鈴木 光也（森山記念病院耳鼻咽喉科）
共 催 : ダイアテックジャパン株式会社
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一般社団法人日本聴覚医学会

第４７回補聴研究会プログラム
日 時：令和７年１０月１６日（木）１７：００～１９：００

※オンデマンド配信：令和７年１０月２８日（火）正午～１２月１２日（金）
会 場：成田国際文化会館 １階 大ホール（第１会場）

〒２８６―００２１ 千葉県成田市土屋３０３ TEL ０４７６―２３―１３３１
会 費：２，０００円

また入場に際しては第７０回日本聴覚医学会総会・学術講演会の参加票が必要
です。

代表世話人：伊藤 健（帝京大学）

演 題

座長：鈴木恵子
１．聴性定常反応（ASSR）の基本的特徴および次世代型 ASSRの結果の解釈と

乳幼児の補聴器フィッティングへの活用

千葉寛之１），伊藤 吏２）

１）新潟医療福祉大学リハビリテーション学部言語聴覚学科
２）山形大学医学部耳鼻咽喉・頭頸部外科学講座

座長：西村忠己
２．RICタイプ耳かけ型補聴器の普及とそれを支える技術の最新動向

～AI，ワイヤレス，充電式～

松崎史也，上野 正
一般社団法人日本補聴器工業会

講 演

座長：伊藤 健
国際音声試験信号を用いた実耳測定による補聴器フィッティング

佐野 肇
北里大学医療衛生学部リハビリテーション学科言語聴覚療法学専攻

単 位

補聴器相談医１単位。補聴器相談医更新のための単位の付与が可能です。
現地参加の場合：当日，受講前・受講後に日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会 ICカードで，入
退出記録を設置のパソコンにて行ってください。
オンライン参加の場合：最初から最後まで視聴いただき，e―Testingに合格された場合に受
講単位として認められます。
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一般社団法人日本聴覚医学会

第７２回聴覚生理研究会プログラム
日 時：令和７年１０月１６日（木）１７：００～１９：００

※オンデマンド配信：令和７年１０月２８日（火）正午～１２月１２日（金）
会 場：成田国際文化会館 ２階 国際会議室（第３会場）

〒２８６―００２１ 千葉県成田市土屋３０３ TEL ０４７６―２３―１３３１（代）
会 費：２，０００円
代表世話人：中川尚志（九州大学）
担当世話人：山本典生（神戸市立医療センター中央市民病院）

演 題

「新規感音難聴治療の開発」

１．ヒト前庭オルガノイドを基盤とした蝸牛オルガノイド創出と難聴予防薬の探索

中村高志（京都府立医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

２．GJB2変異型難聴への AAV遺伝子治療とゲノム編集治療の開発

神谷和作（順天堂大学耳鼻咽喉・頭頸部外科）

本研究会は耳鼻咽喉科領域講習として認可されております。入室時および退室時に，会
場入り口に設置します講習会受付端末に日本耳鼻咽喉科学会会員 ICカードをかざしてくだ
さい。５分以上の遅刻，途中退室は単位が付与されませんのでご注意ください。
オンライン参加の場合は，研究会の全てのプログラムを最初から最後まで視聴いただい
た場合に受講単位として認められます。
本研究会は現地開催とオンデマンド配信のみでライブ配信はありません。状況により開
催形態が変更される可能性もあり，その際はあらためてホームページ等で通知いたします。
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一般社団法人日本聴覚医学会

第１６回難聴遺伝子の研究会プログラム
日 時：令和７年１０月１７日（金）１７：００～１９：００
会 場：成田国際文化会館 １階 小ホール（第２会場）

〒２８６―００２１ 千葉県成田市土屋３０３ TEL ０４７６―２３―１３３１
会 費：２，０００円
代表世話人：宇佐美真一（信州大学）

プログラム：
１．シンポジウム
司会：宇佐美真一
「遺伝子診断のメリット」
正確な診断
江崎友子（あいち小児保健医療センター）

進行性の予測
小林有美子（岩手医科大学）

随伴症状の診断
荒井康裕（横浜市立大学）

難聴予防
上原奈津美（神戸大学）

補聴器の選択
大上麻由里（東海大学）

人工内耳治療
中西 啓（浜松医科大学）

２．ロールプレイ
「難聴の遺伝カウンセリング」

研究会は臨床遺伝専門医更新の単位（３単位）となります。
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学術講演会日程

１０月１６日（木）

OD

�領「耳鼻咽喉科領域講習」 OD 「オンデマンド配信」

�領

OD

OD

OD OD

開会の辞

シンポジウム
難聴児医療・療育における

多職種連携
高野賢一、宇佐美真一

福島邦博、中川尚志
司会：中川尚志、城間将江

第１群 聴覚障害児療育１
曾根三千彦、大金さや香

ランチョンセミナー１
「ヒト脳聴覚野の不適切な可塑
性変化とリハビリテーション」

岡本秀彦
司会：大森孝一

奨励賞

会長講演 野口佳裕

司会：原 晃

主題１―１
難聴児医療・療育における

多職種連携
大森孝一、小渕千絵

主題１―２
難聴児医療・療育における

多職種連携
山岨達也、廣田栄子

第２群 聴覚障害児療育２
工 穣、大原重洋

第４７回 補聴研究会

第１会場
１Ｆ 大ホール

第２会場
１Ｆ 小ホール

第３群 聴覚基礎
菅原一真

第４群 聴覚障害１
櫻井結華、山崎博司

第５群 聴覚検査１
岩﨑真一、守本倫子

ランチョンセミナー２
「聴こえが変える高齢者のQOL」

吉田忠雄、原 大介
司会：山本典生

第６群 耳鳴 キーノートレクチャー
小川 郁

第７群 耳鳴
高橋真理子、和佐野浩一郎

第８群 聴覚障害２
五島史行、阪本浩一

スイーツセミナー
「補聴援助システム、

使ったことありますか？」
吉田 翔

司会：阪本浩一

第９群 聴覚心理
坂本 圭、日高浩史

会員懇親の夕べ

第３会場
２Ｆ 国際会議室

第１０群 補聴１
伊藤 健、柘植勇人

第１１群 補聴２
佐野 肇、新田清一

第１２群 補聴３
下倉良太、西村忠己

ランチョンセミナー３
「リスニング・エフォート

―難聴児・者の聞き取り労力―」
田原 敬、片岡祐子

司会：中川尚志

第１３群 人工中耳、人工内耳１
藤田 岳、本藏陽平

第１４群 人工中耳、人工内耳２
平海晴一、松本 希

第１５群 人工中耳、人工内耳３
山田武千代、山本典生

第７２回
聴覚生理研究会
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学術講演会日程

１０月１７日（金）

※吉村豪兼先生のご講演のみオンデマンド配信あり

OD

�領「耳鼻咽喉科領域講習」 OD 「オンデマンド配信」

�領

OD

教育講演
学童期以降に発症した難聴に
対する遺伝子診断と課題

高橋優宏
司会：石川浩太郎

主題２
学童期以降に発症した難聴に
対する遺伝子診断を踏まえた

医療の課題
松永達雄、西尾信哉

特別セミナー※
いよいよ始まった難聴の遺伝子治療

Jay Rubinstein、吉村豪兼
司会：宇佐美真一

ランチョンセミナー４
「難聴児のきこえとことばを伸ばすために」

井上ひとみ、木村 恵
山田奈保子、土井礼子

司会：土井礼子

第１６群 補聴４
佐藤宏昭、髙橋邦行

第１７群 人工中耳、人工内耳４
大島猛史、樫尾明憲

第１８群 人工中耳、人工内耳５
南 修司郎、吉田忠雄

閉会の辞

第１会場
１Ｆ 大ホール

第２会場
１Ｆ 小ホール

第１９群 聴覚障害３
小林一女、大石直樹

第２０群 聴覚障害４
神﨑 晶、池園哲郎

第２１群 聴覚障害５
内田育恵、森田由香

ランチョンセミナー５
「今から始める難聴の遺伝子診断」

西尾信哉、北尻真一郎
司会：野口佳裕

第２２群 聴覚障害６
仲野敦子、白井杏湖

第２３群 聴覚障害７
増田佐和子、上原奈津美

第２４群 聴覚障害８
松延 毅、水足邦雄

第１６回
難聴遺伝子の研究会

第３会場
２Ｆ 国際会議室

第２５群 聴覚検査２
小池卓二、原田竜彦

第２６群 聴覚検査３
田渕経司、川島慶之

第２７群 補聴５
杉内智子、泉 修司

ランチョンセミナー６
「ワイドバンドティンパノメトリを知る
～中耳疾患から内耳疾患の診断へ～」

我那覇 章
司会：鈴木光也

第２８群 聴覚リハビリテーション
キーノートレクチャー

東野哲也

第２９群 聴覚リハビリテーション
野原 信、白馬伸洋

第３０群 聴性誘発反応
伊藤 吏、千葉寛之

第３１群 聴覚障害児療育３
井上理絵、坂田英明
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８：５０～１０：２０

１０：３０～１１：５０

シンポジウム：難聴児医療・療育における多職種連携 領域講習

司会 中川尚志

城間将江

北海道における難聴児支援の多職種連携
―医療・教育・行政をつなぐ地域ネットワークの展開―

高野賢一

札幌医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座

難聴児のためのより良い環境作りを目指して：長野県での取り組み

宇佐美真一

信州大学医学部人工聴覚器学講座

難聴児支援における多職種連携：相談支援事業を中心にしたアプローチについて

福島邦博

医療法人さくら会早島クリニック耳鼻咽喉科皮膚科

福岡県における医療・教育連携の成り立ち

中川尚志

九州大学医学部耳鼻咽喉科学分野

第１群：聴覚障害児療育１

座長 曾根三千彦

大金さや香

１．当科の難聴児に対するオンライン多職種カンファレンスの検討

○對馬 結１），菅野智子１），金城伸祐１），松岡るみ子１），三上愛佳１），池田怜吉１），小林有美子２）

１）岩手医科大学附属病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科，２）岩手医科大学附属病院臨床遺伝学科

２．秋田県における聴覚障碍児・者に関わる多職種連携の実際

○佐藤 操１），煙山明美１），佐々木明美２），椎名和弘３），中澤 操３）４）５）

１）秋田県立聴覚支援学校，２）子ども発達支援センターオリブ園，

３）秋田大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科・頭頸部外科講座，

４）秋田県立リハビリテーション・精神医療センター耳鼻咽喉科，５）中通総合病院耳鼻咽喉科

第１
会場 １０月１６日（木） 午前
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３．小児難聴診療における多職種連携

○有本友季子，外池百合恵，仲野敦子

千葉県こども病院耳鼻咽喉科

４．新潟県の難聴児支援体制と難聴通級指導教室・難聴学級の現状

○泉 修司，甲斐竜太，八木千裕，山岸達矢，大島伸介，堀井 新

新潟大学医学部耳鼻咽喉科頭頸部外科

５．長野県における難聴児支援体制の構築について～関係機関との連携に着目して～

○原山綾花１），通澤愛子１），權田綾子２），室久志織２），吉村豪兼３），工 穣３）

１）長野県難聴児支援センター，２）信州大学医学部附属病院耳鼻咽喉科頭頸部外科，

３）信州大学医学部耳鼻咽喉科頭頸部外科学教室

６．静岡県における難聴児に対する多職種早期支援プログラムの構築

○ホロウェル ジェイソン１），高木 明２）

１）武蔵大学，２）静岡県立総合病院

７．山口県難聴児支援体制整備事業における相談支援等業務の現状と課題
―県東部の取り組み―

○石田朋江１），池田卓生２），金子志乃１），山下真理１），冨田智美１），福田章一郎３）

１）鼓ヶ浦こども医療福祉センターリハビリテーション部，

２）鼓ヶ浦こども医療福祉センター耳鼻咽喉科，３）ことのはフレンズ

８．山口県難聴児支援体制整備事業における相談支援等業務の現状と課題
―県西部の取り組み―

○中津愛子１）２），橋本 誠１）２），福田 彩１）２），瀧野ひなた１）２），大田 勇３），菅原一真１）２）

１）山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学，

２）山口大学医学部附属病院高次統合感覚器医療センター，３）山口大学医学部附属病院検査部

１０月１６日（木）
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１２：００～１２：５０

１３：１５～１３：３５

１３：４０～１４：４０

ランチョンセミナー１

司会 大森孝一

ヒト脳聴覚野の不適切な可塑性変化とリハビリテーション

岡本秀彦

国際医療福祉大学医学部生理学

会長講演

司会 原 晃

聴覚医学との出会い―誘発電位から遺伝子解析へ―

野口佳裕１）２）

１）国際医療福祉大学医学部耳鼻咽喉科

２）国際医療福祉大学成田病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科

主題１―１：難聴児医療・療育における多職種連携

座長 大森孝一

小渕千絵

９．人工内耳装用児の就学を支える多職種連携の取り組み
―当院でのアンケート調査と医療的支援の実際―

○山崎朋子，諸頭三郎，玉谷輪子，藤井直子，宮原佑汰，平山愛恵，藤原敬三，内藤 泰，山本典生

神戸市立医療センター中央市民病院耳鼻咽喉科

１０．当科における人工内耳装用児の多職種連携の現状と課題

○松永健志，石川一葉，東野好恵，野田哲平，小宗徳孝，松本 希，中川尚志

九州大学病院耳鼻咽喉・頭頚部外科

１１．多職種連携による対応を行った DLD合併人工内耳装用児の一例
○藤吉昭江，福島邦博

医療法人さくら会 KIDS＊FIRST

第１
会場 １０月１６日（木） 午後
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１４：４０～１５：４０

１２．難聴を伴う重症心身障害児ケアにおける多職種連携
○大金さや香１）２），佐藤友貴１）２），平島ユイ子１）２），城間将江１）２），東野哲也２）３），小渕千絵４）

１）国際医療福祉大学保健医療学部言語聴覚学科，

２）国際医療福祉大学クリニック言語聴覚センター，３）国際医療福祉大学病院耳鼻咽喉科，

４）筑波大学人間系

主題１―２：難聴児医療・療育における多職種連携

座長 山岨達也

廣田栄子

１３．開業医と連携した県境地域における難聴児支援に関する検討
～医療従事者並びに関係職種へのアンケート調査

○小林有美子１），菅野智子２），對馬 結２），後藤真一３），金田裕治４）

１）岩手医科大学臨床遺伝学科，２）岩手医科大学耳鼻咽喉科頭頸部外科，

３）弘前大学耳鼻咽喉科頭頸部外科，４）かねた耳鼻科医院

１４．難聴児（者）に対する聴覚管理と診断・支援に関する情報提供の現状
―全国難聴児の保護者アンケートから―

○北 義子１），志磨村早紀２），畠山 恵２），岡野由実３），氏田直子４）

１）武蔵野大学人間科学研究所，２）武蔵野大学人間科学部，

３）群馬パース大学リハビリテーション学部言語聴覚学科，

４）きこえとことばのオンライン相談室こもれび

１５．聴覚障害をもつ子どもたちをとりまく医療環境の実態調査

○野田哲平，中川尚志

九州大学耳鼻咽喉科

１６．難聴児の早期診断・早期療育支援を踏まえた相談支援窓口の検討

○廣田栄子１）３）４），齋藤佐和１）３）４），大沼直紀２）３）４）

１）筑波大学，２）筑波技術大学，３）東京都難聴児相談支援センター，

４）（公財）聴覚障害教育福祉協会

１０月１６日（木）
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１５：４０～１６：５０第２群：聴覚障害児療育２

座長 工 穣

大原重洋

１７．療育機関と医療機関と園の連携についての保護者へのアンケート調査

土井礼子

なないろ教室

１８．国際医療福祉大学成田病院における包括的難聴児医療への取り組み

○北 大輝１），山本弥生２），西田久美子２），小渕千絵３），川末侑圭梨１），我那覇 章４），野口佳裕４）

１）国際医療福祉大学成田病院リハビリテーション技術部，

２）国際医療福祉大学成田保健医療学部言語聴覚学科，３）筑波大学人間系，

４）国際医療福祉大学成田病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科

１９．人工内耳装用児支援のための医療機関と聴覚特別支援学校の連携について
―当事者の家族の視点から―

○紺野莉沙１），森 つくり２），熊井正之１）

１）東北大学大学院教育学研究科，２）目白大学保健医療学部言語聴覚学科

２０．人工内耳装用児５名の日本語音声言語と日本手話の獲得
―大阪府手話言語条例と NPOこめっこの経験から―

○河崎佳子１）２），武居 渡３）

１）神戸大学大学院人間発達環境学研究科，２）NPOこめっこスーパーバイザー，

３）金沢大学人間社会研究域学校教育系

２１．医療機関との連携により人工内耳に移行した進行性難聴児

○小林美穂１），白井杏湖１）２）３），長濱瑠花１），氏田直子１）４），前田沙知２）３），冨澤文子２）３），野波尚子２）３），

平田翔子２）３），西山信宏２）３），塚原清彰２）

１）きこえとコミュニケーションのうさぎクラブ，２）東京医科大学耳鼻咽喉科頭頸部外科学分野，

３）東京医科大学病院聴覚・人工内耳センター，４）きこえとことばのオンライン相談室こもれび

２２．小児難聴医療の実践と多職種連携の重要性
―聴覚特別支援学校での指導経験を生かした役割とは―

○三反田多香子１），緒方順子１），野口知里１），南谷肇子１），南谷隆明１），宇佐美真一２）

１）いづみきこえのクリニック，２）信州大学医学部人工聴覚器学講座

１０月１６日（木）
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２３．当院における先天性難聴児への早期介入＜（EHDI）＞と多職種・多機関連携の取り組
み

○長井今日子１），中島恭子１），廣田栄子１）２），相馬眞祈１），中島明人１），内田紘子１），長島 彩１），篠原怜珠１），

石関杏奈１），宇佐美真一３），古屋信彦１）４）

１）医療法人多聞会たかさき耳鼻咽喉科，２）筑波大学，３）信州大学医学部人工聴覚器学講座，

４）NPO法人難聴者支援センター

１０月１６日（木）
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８：５０～９：２０

９：２０～１０：３０

第３群：聴覚基礎

座長 菅原一真

２４．ウアバインの後半規管局所投与による難聴マウスモデルの検討

○新田義洋１），栗岡隆臣１），山本賢吾１），佐野 肇２），山下 拓１）

１）北里大学医学部耳鼻咽喉科頭頸部外科学，２）北里大学医療衛生学部

２５．急性感音難聴発症時の蝸牛におけるステロイド作用機序の遺伝子発現解析

○前田幸英１），大道亮太郎２）３），池園哲郎１）

１）埼玉医科大学病院耳鼻咽喉科，

２）岡山大学大学院医歯薬学総合研究科耳鼻咽喉・頭頚部外科学，３）おおみち耳鼻咽喉科医院

２６．蝸牛培養細胞株（HEI―OC1）のストレス誘導性老化モデルにおけるスクラロースの
効果

○鴨頭 輝１），林 賢２），藤本千里１），山岨達也３），近藤健二１）

１）東京大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科，２）池袋耳鼻咽喉科はやしクリニック，

３）東京逓信病院耳鼻咽喉科

第４群：聴覚障害１

座長 櫻井結華

山崎博司

２７．紹介受診された鼓膜正常な伝音性・混合性難聴疑い例の検討

○福永有可里１），吉田忠雄２），小林万純２），原 大介１），谷口里花子１），曾根三千彦２）

１）名古屋大学医学部附属病院リハビリテーション部，

２）名古屋大学大学院医学系研究科頭頸部・感覚器外科学耳鼻咽喉科

２８．テプロツムマブによる聴力閾値変化の検討：治療１２週後の中間解析

○西村幸司１），岸本 曜１），十名洋介１），山崎博司１），大森孝一２）

１）京都大学大学院医学研究科耳鼻咽喉科・頭頸部外科，

２）京都大学大学院医学研究科頭頸部腫瘍先進治療学講座

２９．炎症性腸疾患における聴覚障害の臨床的特徴と予測因子の検討

○毛利香織１）２），藤川太郎１），和佐野浩一郎２），澤田光毅１），川島慶之１），伊藤 卓１），堤 剛１）

１）東京科学大学耳鼻咽喉科，２）東海大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科

第２
会場 １０月１６日（木） 午前
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１０：３０～１１：５０

３０．良好な術中モニタリングに反して術後聴力低下をきたした聴神経腫瘍症例の検討

○須田悟史１），島貫茉莉江１）２），上野真史１）２），細谷 誠１）２），西山崇経１）２），小澤宏之１），大石直樹１）２）

１）慶應義塾大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室，２）慶應義塾大学病院聴覚センター

３１．残存聴力活用型人工内耳（EAS）術後の術側、非術側の裸耳聴力の変化について

○宮川麻衣子１）２）３），西尾信哉２）３），滝澤佳余子１）３），宇佐美真一２）３）

１）みやがわ耳鼻咽喉科きこえクリニック，２）信州大学医学部人工聴覚器学講座，

３）NPO法人信州きこえとことばのセンターやまびこ

３２．交通外傷後、３０年以上経過して発症した耳性髄液漏の１例

○日高浩史，朝子愛梨，三谷彰俊，八木正夫

関西医科大学耳鼻咽喉科頭頸部外科

３３．補聴器装用を目指した有茎浅側頭筋膜弁を用いた外耳道再建術の工夫

○樽井彬人，浅井康徳，三輪 徹，藤川太郎，坂本璃彩，三瀬和代，白馬伸洋

帝京大学医学部附属溝口病院

第５群：聴覚検査１

座長 岩﨑真一

守本倫子

３４．高・重度難聴児における VRA成功予測因子としてのリトルイヤーズスコアの有用性

○矢崎 牧，任 智美，都築建三

兵庫医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科

３５．当科における VRA検査の検討

○椎名和弘１），杉渕 愛１），高橋 辰２），中澤 操３）４），山田武千代１）

１）秋田大学耳鼻咽喉科，２）高橋耳鼻咽喉科眼科クリニック，

３）秋田県立リハビリテーション・精神医療センター，４）明和会中通総合病院

３６．通過帯域フィルタを用いて周波数情報を制限した音源が雑音下文聴取能に及ぼす影響

○岡 龍也１），中市健志２），岡本康秀３）４）

１）リオン株式会社医療機器事業部，２）リオン株式会社研究開発センター，

３）東京都済生会中央病院耳鼻咽喉科，４）慶應義塾大学医学部耳鼻咽喉科頭頚部外科学教室

１０月１６日（木）
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３７．無線補聴援助システムの効果的運用に向けた評価法の検討：スピーカ配置の最適化

○大原重洋１）２），大原朋美２），廣田栄子３）

１）聖隷クリストファー大学リハビリテーション学部，

２）豊田市こども発達センター児童発達支援センターなのはな（旧難聴幼児通園施設），

３）筑波大学

３８．左右別 ACT検査の孤発性聴神経腫瘍に対する有用性

○西山崇経１）２），細谷 誠１）２），島貫茉莉江１）２），上野真史１）２），須田悟史１）２），堀 明美１），原田遼平２），

田村 匠２），新田清一１）３），鈴木大介１）３），田中智英巳４），小澤宏之１），大石直樹１）２）

１）慶應義塾大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科，２）慶應義塾大学病院聴覚センター，

３）済生会宇津宮病院耳鼻咽喉科，４）ダイアテックジャパン株式会社

３９．LiD/APD診断症例に対する ACT検査の導入と聴取努力評価の試み

○橋本孝佑１），阪本浩一１）２）３），關戸智惠２），内山良則４），夏山美咲２），藤本 恵２），角南貴司子１）

１）大阪公立大学大学院耳鼻咽喉病態学，２）大阪公立大学大学院聴覚言語情報機能病態学，

３）医誠会国際総合病院イヤーセンター，４）大阪市立十三民病院リハビリテーション科

４０．聴覚情報処理検査と発達特性からみた LiD/APDの層別化の試み

○阪本浩一，關戸智惠

大阪公立大学大学院聴覚言語情報機能病態学

４１．聞き取り困難症例における TENテストの検討

○天野彰子１），新川智佳子１），中村美代子１），阿部希望２），佐藤榛希２），後藤崇成１），天野真太郎１），

伊藤 吏１）

１）山形大学医学部耳鼻咽喉・頭頸部外科学講座，

２）山形大学医学部附属病院リハビリテーション部

１０月１６日（木）
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１２：００～１２：５０

１３：４０～１４：００

１４：００～１５：１０

ランチョンセミナー２：聴こえが変える高齢者の QOL

司会 山本典生

人工内耳“早期”装用が切り拓く聴覚と認知の未来

吉田忠雄

名古屋大学大学院医学系研究科頭頸部・感覚器外科学講座耳鼻咽喉科

高齢者の“聴こえる生活”を支援する―症例から学ぶ人工内耳リハと認知機能

原 大介

名古屋大学医学部附属病院リハビリテーション部

第６群：耳鳴 キーノートレクチャー

座長 小川 郁

４２．耳鳴に対するプログラム医療機器（耳鳴治療用アプリ）の多施設共同ランダム化二重
盲検比較試験

○和佐野浩一郎１），川崎泰士２），小川 郁３）

１）東海大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科，２）静岡赤十字病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科，

３）オトクリニック東京耳鼻咽喉科

第７群：耳鳴

座長 高橋真理子

和佐野浩一郎

４３．耳鳴患者に対する疾病負荷および診療実態に関する定量的アンケート調査（続報）
―通院歴なし群の実態―

○神﨑 晶１），和佐野浩一郎２），谷下田雄一３）

１）独立行政法人国立病院機構東京医療センター感覚器センター聴覚障害研究室，

２）東海大学医学部耳鼻咽喉科頭頸部外科，３）杏林製薬株式会社研究開発管理部

４４．聴覚異常感症に対する薬物治療の可能性
―二症例におけるアリピプラゾールの有効性より―

○五島史行，大上研二，和佐野浩一郎

東海大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科

第２
会場 １０月１６日（木） 午後
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１５：１０～１６：２０

４５．カルバマゼピンの内服が著効した軟口蓋ミオクローヌスによる耳鳴の１例

○丹羽正樹１），蒲谷嘉代子１），高橋真理子２），岩﨑真一１）

１）名古屋市立大学病院，２）名古屋市立大学医学部付属みらい光生病院

４６．年齢による耳鳴患者の臨床的特徴

○蒲谷嘉代子１），高橋真理子１）２），丹羽正樹１），岩﨑真一１）

１）名古屋市立大学耳鼻咽喉・頭頸部外科，

２）名古屋市立大学医学部附属みらい光生病院耳鼻咽喉科

４７．耳鳴・幻聴・精神疾患と向精神薬治療

○清水謙祐１）２），中村 雄２），髙橋邦行２）

１）医療法人建悠会吉田病院耳鼻咽喉科・精神科、認知症疾患医療センター，

２）宮崎大学医学部耳鼻咽喉・頭頸部外科学教室

４８．耳鳴の有無による加齢性難聴の経時的変化

○矢野悟志，前山啓充，山本圭介

国家公務員共済組合連合会大手前病院

４９．補聴器による音響療法を行った耳鳴患者の臨床像
―補聴器外来開設から８年間の検討―

○太田久裕１），山田浩之１）２），加瀬里菜１），吉田有砂１），布施慈光１），羽富彩映１），大石直樹２）

１）けいゆう病院耳鼻咽喉科，２）慶應義塾大学医学部耳鼻咽喉科学教室

第８群：聴覚障害２

座長 五島史行

阪本浩一

５０．聞き取り困難症の精査にて判明した小児感音難聴例

○小林万純１），吉田忠雄１），福永有可里２），谷口里花子２），原 大介２），曾根三千彦１）

１）名古屋大学，２）名古屋大学医学部附属病院リハビリテーション科

５１．聞き取り困難症（LiD）の補聴援助システム購入に関する背景因子の検討

○小原まどか，高橋ちひろ，島田茉莉，伊藤真人

自治医科大学附属病院

１０月１６日（木）
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１６：３０～１７：２０

５２．LiD/APD例における背景音に対するラウドネスと音声聴取時の Listening effortの検討

○村田彩奈１），山本弥生２），川瀬哲明３），江橋佳音１），岡本秀彦４），小渕千絵５）

１）筑波大学大学院障害科学学位プログラム，２）国際医療福祉大学成田保健医療学部，

３）東北大学，４）国際医療福祉大学医学部，５）筑波大学人間系

５３．LiD/APD症例に対する朗読音声を用いた雑音下聴取能評価の試み―第２報―

○副島力哉，妻鳥敬一郎，永田里恵，坂田俊文

福岡大学医学部耳鼻咽喉科

５４．聞き取り困難症の生徒・学生への支援の現状
―補聴器・補聴援助システムの使用について―
○覚道真理子１），田中香織２），北原 糺３）

１）高清会高井病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科，２）高清会高井病院リハビリテーション科，

３）奈良県立医科大学耳鼻咽喉・頭頚部外科学

５５．成人 Listening Difficulties症例における背景要因が聴覚情報処理検査に与える影響

○坂本 圭１），小渕千絵２），高山渥也１），工藤弘恵１），前田幸英１），松田 帆１），池園哲郎１）

１）埼玉医科大学病院耳鼻咽喉科，２）筑波大学人間系

５６．LiD/APDを抱える成人例の注意機能と情報処理速度
―視覚負荷課題を用いて―

○小渕千絵１），川瀬哲明２），江橋佳音３），村田彩奈３），山本弥生４），滑川 恵５），岡本秀彦６）

１）筑波大学人間系，２）東北大学，３）筑波大学大学院障害科学学位プログラム，

４）国際医療福祉大学成田保健医療学部，５）筑波大学附属病院リハビリテーション科，

６）国際医療福祉大学医学部

スイーツセミナー

司会 阪本浩一

補聴援助システム、使ったことありますか？

吉田 翔

日本赤十字社長崎原爆病院耳鼻咽喉科

１０月１６日（木）
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１７：２５～１８：４５第９群：聴覚心理

座長 坂本 圭

日高浩史

５７．聞き取り困難における TFS（Temporal Fine Structure：時間微細構造）感度

○岡本康秀１）２），森本隆司３），神﨑 晶４）

１）東京都済生会中央病院耳鼻咽喉科，２）慶應義塾大学医学部耳鼻咽喉科頭頚部外科学教室，

３）リオン㈱，４）国立病院機構東京医療センター耳鼻咽喉科

５８．APD/LiD症例にみられる社交不安症の検討

○滑川 恵１），小渕千絵２），門脇誠一３），廣瀬由紀３），田渕経司３）

１）筑波大学附属病院リハビリテーション部，２）筑波大学人間系障害科学域，

３）筑波大学医学医療系耳鼻咽喉科

５９．難聴当事者による聞こえ・聞き取り困難者向けの交流会共同開催の経験

○杉浦彩子１）２），勝谷紀子３），佐野智子４），伊藤恵里奈１）２）

１）刈谷きこえのクリニック，２）国立長寿医療研究センター耳鼻いんこう科，

３）東京大学先端科学技術研究センター当事者研究分野熊谷研究室，

４）国際医療福祉大学赤坂心理・医療福祉マネジメント学部心理学科

６０．認知的失敗質問紙で捉える LiD/APD例の記憶と聞こえにくさの関係

○山本弥生１），小渕千絵２），西田久美子１），野口佳裕３）

１）国際医療福祉大学成田保健医療学部言語聴覚学科，２）筑波大学人間系，

３）国際医療福祉大学成田病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科

６１．自閉スペクトラム症の聞き取り困難・聴覚過敏について

○中川あや１），三好紀子２），松本 恵３）４），大崎康宏１）

１）市立池田病院耳鼻いんこう科，２）ためなが温泉病院精神科・神経科，

３）大阪大学大学院人間科学研究科，４）大阪大学大学院連合小児発達学研究科生命情報学

６２．主観的・客観的 Listening effortの神経動態の時間差解析

○岡本一宏１），小浜尚也２），兒玉成博２）

１）福井医療大学保健医療学部リハビリテーション学科，

２）川崎医療福祉大学リハビリテーション学部言語聴覚療法学科

６３．左側頭葉病変例に観察された聴覚認知障害についての検討

○内山良則１），阪本浩一２），關戸智惠２），小渕千絵３）

１）大阪市立十三市民病院リハビリテーション科，

２）大阪公立大学大学院聴覚言語情報機能病態学，３）筑波大学人間系

１０月１６日（木）
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６４．知的障害児における雑音下聴取能力評価の試み

○久保愛恵１），田原 敬２），勝二博亮２）

１）茨城キリスト教大学文学部児童教育学科，２）茨城大学教育学野

１０月１６日（木）
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８：５０～１０：００第１０群：補聴１

座長 伊藤 健

柘植勇人

６５．難聴の重症度WHO分類（２０２１年改訂）を用いた地域在住高齢者の２０２３―２０２４年難聴
有病率

○下野真理子１），杉浦彩子１）２），内田育恵１）３），岩村祥平１），伊藤恵里奈２），鈴木宏和４），曾根三千彦５），

中島 務６）

１）国立長寿医療研究センター，２）刈谷きこえのクリニック，

３）愛知医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科，４）朝日町すずき耳鼻咽喉科，

５）名古屋大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科，６）一宮医療療育センター

６６．超高齢者（９０歳代の高齢者）に対する補聴器適合の試み
―購入後の通院状況や装用状態を含めて―

○鈴木大介１），新田清一１）２），佐々木彩花１）３），辺土名 貢１），井澤 幹１），土居彪悟１），藤田 航１），

横山珠花１），鈴木映里１），照井詩織１），神﨑 陵１），高野賢一３），大石直樹２）

１）済生会宇都宮病院耳鼻咽喉科，２）慶應義塾大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室，

３）札幌医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座

６７．高齢者に対する補聴前後の認知機能 その２

○荒尾はるみ，古川歩実，勝部 香，中村玲奈，加藤有紀

荒尾内科・耳鼻咽喉科

６８．補聴器助成制度導入・非導入地域間での初回補聴器購入高齢者の特性の比較

○伊藤恵里奈１）２），杉浦彩子１）２），下野真理子２），内田育恵２）３），鈴木宏和４），岩村祥平２），中島 務２）５）

１）刈谷きこえのクリニック，２）国立長寿医療研究センター耳鼻咽喉科，

３）愛知医科大学耳鼻咽喉科，４）朝日町すずき耳鼻咽喉科，５）一宮医療療育センター

６９．当院補聴器外来に長期間通院した難聴高齢者の語音弁別能の変化

○羽富彩映１），山田浩之１）２），吉田有砂１），布施慈光１），太田久裕１），加瀬里菜１），大石直樹２），小澤宏之２）

１）けいゆう病院耳鼻咽喉科，２）慶應義塾大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科

７０．食事中の補聴器装用が「うるささ」に影響を及ぼす要因についての検討

○澤田拓也１）２），村上 健１），秦 若菜１），原 由紀１），佐野 肇１）

１）北里大学医療衛生学部言語聴覚療法学専攻，２）北里大学大学院医療系研究科

第３
会場 １０月１６日（木） 午前
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１０：００～１１：１０

７１．感音難聴症例による難聴ハンディキャップの自己評価

○佐藤紀代子１）２）３），杉内智子２），井田彩織２），明神里香３）

１）県立広島大学保健福祉学部保健福祉学科コミュニケーション障害学コース，

２）杉内医院耳鼻咽喉科，３）ことばの森

第１１群：補聴２

座長 佐野 肇

新田清一

７２．低価格帯補聴器の指向性について

○鴫原俊太郎１）２），木村優介１）３），平野 良１），瀧上 駿１），岡田雅子４），野村泰之１），大島猛史１）

１）日本大学医学部耳鼻咽喉・頭頸部外科分野，２）西東京中央総合病院耳鼻咽喉科，

３）木村耳鼻咽喉科，４）日本大学医学部板橋病院臨床検査科

７３．Simulated―REMと REMの比較検討

○瀧上 駿１），鴫原俊太郎１）２），木村優介１）３），平野 良１），岡田雅子４），野村泰之１），大島猛史１）

１）日本大学医学部耳鼻咽喉・頭頸部外科，２）西東京中央総合病院耳鼻咽喉科，

３）木村耳鼻咽喉科，４）日本大学医学部板橋病院臨床検査科

７４．成人補聴器装用例のイヤモールド修理・再作成に関する検討

○横山珠花１），鈴木大介１），佐々木彩花１）２），辺土名 貢１），井澤 幹１），土居彪悟１），藤田 航１），

鈴木映里１），照井詩織１），神﨑 陵１），高野賢一２），大石直樹３），新田清一１）３）

１）済生会宇都宮病院耳鼻咽喉科，２）札幌医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座，

３）慶應義塾大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室

７５．AirPods Pro 2と補聴器における実耳装用特性と目標処方の乖離比較

○佐藤俊樹１）２）３），仲田綾音１），徳田裕次郎１），西村未希１），西野 要１）２），沖田 純１）

１）医療法人社団沖田耳鼻咽喉科，２）淡路中央補聴器センター，

３）関西総合リハビリテーション専門学校言語聴覚学科

７６．ヒアラブルデバイスのヒアリング補助プログラムの利得／周波数特性に関する検討

○辺土名 貢１），鈴木大介１），佐々木彩花１）２），井澤 幹１），土居彪悟１），藤田 航１），横山珠花１），

鈴木映里１），照井詩織１），神﨑 陵１），大石直樹３），小澤宏之３），富澤晃文４），新田清一１）３）

１）済生会宇都宮病院，２）札幌医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座，

３）慶應義塾大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室，４）国際医療福祉大学成田保健医療学部

１０月１６日（木）
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１１：１０～１１：５０

７７．Apple製イヤホンを用いた一側性難聴症例の方向感覚改善効果

○福田 彩１）２），菅原一真１）２），瀧野ひなた１）２），中津愛子１）２），橋本 誠１）２），津田潤子１），山本陽平１）

１）山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学，

２）山口大学医学部附属病院高次統合感覚器医療センター

７８．高音急墜型感音難聴患者における臨床像および聴覚補償の検討

○上原奈津美１），岩城 忍２），横井 純１），藤田 岳１），柿木章伸１）３），丹生健一１）

１）神戸大学医学部附属病院耳鼻咽喉・頭頸部外科，

２）神戸大学医学部附属病院リハビリテーション部，

３）高知大学医学部附属病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科

第１２群：補聴３

座長 下倉良太

西村忠己

７９．軟骨伝導を模擬する耳介モデルを搭載した HATSによる軟骨伝導振動子の出力評価

○下倉良太１），西村忠己２），細井裕司２）

１）大阪大学基礎工学部システム科学科，２）奈良県立医科大学

８０．当科の軟骨伝導補聴器フィッティングについての紹介患者の動向の変化

○岡安 唯１），西村忠己１），細井裕司２），齋藤 修３），宮﨑優里３），山下哲範１），北原 糺１）

１）奈良県立医科大学耳鼻咽喉・頭頸部外科，２）奈良県立医科大学 MBT研究所，

３）奈良県立医科大学医療技術センター

８１．軟骨伝導補聴器購入時の公的な支援の経時的な変化について�
―身体障害者に該当する症例―

○大塚進太郎１），西村忠己１）２），細井裕司３），森本千裕１），岡安 唯１），北原 糺１）２）

１）奈良県立医科大学耳鼻咽喉・頭頸部外科，

２）奈良県立医科大学付属病院めまい・難聴センター，３）奈良県立医科大学 MBT研究所

８２．軟骨伝導補聴器購入時の公的な支援について�
―身体障害者に該当しない症例―

○西村忠己１）２），大塚進太郎１），細井裕司３），森本千裕１），岡安 唯１），北原 糺１）２）

１）奈良県立医科大学耳鼻咽喉・頭頸部外科，

２）奈良県立医科大学附属病院めまい・難聴センター，３）奈良県立医科大学 MBT研究所

１０月１６日（木）
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１２：００～１２：５０

１３：４０～１４：５０

ランチョンセミナー３：リスニング・エフォート
―難聴児・者の聞き取り労力―

司会 中川尚志

ゼロからわかるリスニング・エフォート

田原 敬

茨城大学教育学野

難聴児・者の評価と支援の展望

片岡祐子

岡山大学病院聴覚支援センター

第１３群：人工中耳、人工内耳１

座長 藤田 岳

本藏陽平

８３．非良聴耳に人工内耳植込術を施行した成人症例の手術前後の質的検討

○東野好恵，松本 希，石川一葉，松永健志，野田哲平，小宗徳孝，中川尚志

九州大学病院耳鼻咽喉・頭頸部外科

８４．当院の雑音下聴取閾値検査（J―Matrix検査）による聴取評価について

○櫻井 梓，高橋優宏，古舘佐起子，岡 晋一郎，小山田匠吾，久保田江里，植草智子，小林憲司，

岩崎 聡

国際医療福祉大学三田病院耳鼻咽喉科

８５．両側人工内耳装用とバイモーダル装用の両耳聴効果についての検討

○近藤香菜子１），山崎博司１），井口奈美江１），森 尚彫１）２），十名洋介１），西村幸司１），大森孝一１）３）

１）京都大学大学院医学研究科耳鼻咽喉科・頭頸部外科，

２）京都先端科学大学健康医療学部言語聴覚学科，

３）京都大学大学院医学研究科頭頸部腫瘍先進治療学講座

８６．Bimodal Fittingを使用した、人工内耳と補聴器の装用者の音源定位と雑音下語音閾値
の検討

○植草智子，高橋優宏，古舘佐起子，岡 晋一郎，小山田匠吾，久保田江里，櫻井 梓，小林憲司，

岩崎 聡

国際医療福祉大学三田病院耳鼻咽喉科

第３
会場 １０月１６日（木） 午後
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１４：５０～１５：４０

８７．両側人工内耳装用児の音源定位と方向性マスキング解除の検討

○大西晶子１），十名洋介１），大森孝一２）

１）京都大学大学院医学研究科耳鼻咽喉科・頭頸部外科，

２）京都大学大学院医学研究科頭頸部腫瘍先進治療学講座

８８．先天性重度難聴児における両側 CI装用の利得評価：雑音下語音聴取能に基づく検討

○松原 彩１）２），古川茂人１）３），高木 明１）２）３），上田裕子２），田呂丸いずみ２），木谷芳晴２）

１）静岡社会健康医学大学院大学，２）静岡県立総合病院頭頸部・耳鼻いんこう科，

３）静岡県立総合病院きこえとことばのセンター

８９．NaidaCI M90のオートセンスオペレーションシステムと小児用プログラムの効果
―主に雑音下の聞き取り検査―

○間 三千夫１）２），中原 啓１）３），河野 淳４）

１）りんくう総合医療センター聴覚言語支援センター，２）非営利活動法人（NPO）優起の会，

３）りんくう総合医療センター頭頚部外科耳鼻咽喉科，４）いけもと耳鼻咽喉科クリニック

第１４群：人工中耳、人工内耳２

座長 平海晴一

松本 希

９０．Anatomy―Based Fittingにおける人工内耳聴取成績の検討

○權田綾子，吉村豪兼，室久志織，山岡紗也，工 穣

信州大学医学部耳鼻咽喉科頭頸部外科

９１．人工内耳術後の語音聴取成績の改善へ向けた聴覚リハビリテーション
―ダイレクトインプット法を用いた検討―

○松田悠佑，川上涼輔，田中 佑，小池隆史，東野哲也

国際医療福祉大学病院耳鼻咽喉科

９２．成人後に対側の人工内耳植込術を施行した症例の装用閾値への対応

○花本麻佐美１），諏訪圭子１），太田有美２），大薗芳之１），佐藤 崇１）

１）大阪大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科・頭頸部外科学，

２）独立行政法人国立病院機構大阪医療センター耳鼻咽喉科・頭頸部外科

１０月１６日（木）
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１５：４０～１６：４０

９３．低音域を裸耳残存聴力、中～高音域を人工内耳からの電気刺激を用いた調整方法によ
る語音聴取の改善

○榎本千江子１），南 修司郎１），加我君孝２）

１）独立行政法人国立病院機構東京医療センター耳鼻咽喉科，

２）独立行政法人国立病院機構東京医療センター感覚器センター

９４．環境音聴取能の変化について
―残存聴力活用型人工内耳および人工内耳の術前・術後―
○高山渥也１）３），小渕千絵２），坂本 圭１），工藤弘恵１），前田幸英１），城間将江４），松田 帆１），池園哲郎１）

１）埼玉医科大学病院耳鼻咽喉科，２）筑波大学人間系，

３）筑波大学大学院人間総合科学学術院障害科学学位プログラム，４）国際医療福祉大学大学院

第１５群：人工中耳、人工内耳３

座長 山田武千代

山本典生

９５．人工内耳術後経過観察中、聴取能の悪化を認めた蝸牛型耳硬化症の一例

○小林 傑，樫尾明憲，尾形エリカ，赤松裕介，小山 一，鴨頭 輝，近藤健二

東京大学耳鼻咽喉科

９６．人工内耳埋込を行った Common cavityの２例

○倉光佳澄，椎名和弘，山田武千代

秋田大学耳鼻咽喉科頭頚部外科

９７．内耳奇形例に対する OTOPLANを用いた人工内耳電極選択

○吉村豪兼，工 穣

信州大学医学部耳鼻咽喉科頭頸部外科

９８．小児Waardenburg症候群の人工内耳術後成績

○玉谷輪子，山崎朋子，藤井直子，宮原佑汰，平山愛恵，諸頭三郎，藤原敬三，内藤 泰，山本典生

神戸市立医療センター中央市民病院

９９．非対称性難聴で非良聴耳に人工内耳植込みを行った小児の検討

○石川一葉，松本 希，東野好恵，松永健志，野田哲平，小宗徳孝，中川尚志

九州大学病院耳鼻咽喉・頭頸部外科

１０月１６日（木）
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１００．人工内耳装用児と補聴器装用児の競合音声下での聴取特徴
―聴取成績と誤答分析による検討―

○佐藤友貴１）３），小渕千絵２），城間将江１）３），大金さや香１）３），東野哲也３）４）

１）国際医療福祉大学保健医療学部言語聴覚学科，２）筑波大学人間系，

３）国際医療福祉大学クリニック言語聴覚センター，４）国際医療福祉大学病院耳鼻咽喉科

１０月１６日（木）
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８：４０～９：４０

９：４５～１１：３０

教育講演：学童期以降に発症した難聴に対する遺伝子診断と課題
領域講習

司会 石川浩太郎

高橋優宏

国際医療福祉大学三田病院耳鼻咽喉科

主題２：学童期以降に発症した難聴に対する遺伝子診断を踏まえ
た医療の課題

座長 松永達雄

西尾信哉

１０１．若年発症型両側感音難聴を呈した MYO6遺伝子バリアントによる難聴の一例

○石川浩太郎１），西尾信哉２），宇佐美真一２）

１）国立障害者リハビリテーションセンター病院，２）信州大学医学部人工聴覚器学講座

１０２．当院における m.3243A＞Gバリアントによる難聴例の臨床的特徴とその問題点

○中西 啓１），佐原聡甫１），喜夛淳哉１），宇佐美真一２），西尾信哉２），三澤 清１）

１）浜松医科大学耳鼻咽喉科，２）信州大学医学部人工聴覚器学講座

１０３．MYH9 遺伝子バリアントによる難聴症例の臨床的特徴

○後藤真一１），西尾信哉２）３），宇佐美真一２）３）

１）弘前大学大学院医学研究科耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座，

２）信州大学医学部人工聴覚器学講座，３）「難治性聴覚障害に関する調査研究」班

１０４．５年以上聴力経過観察を実施した若年発症型両側性感音難聴症例の純音気導聴力の変化

○山本康平１），山本典生１），西尾信哉２），宇佐美真一２），内藤 泰１），藤原敬三１）

１）神戸市立医療センター中央市民病院耳鼻咽喉科，２）信州大学医学部人工聴覚器学講座

１０５．学童期以降の発症が疑われた遺伝性難聴症例

○西山信宏１）２），白井杏湖１）２），河口幸江１）２），冨岡亮太１）２），西尾信哉３），宇佐美真一３），塚原清彰１）

１）東京医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野，２）東京医科大学病院聴覚・人工内耳センター，

３）信州大学医学部人工聴覚器学講座

第１
会場 １０月１７日（金） 午前
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１１：３５～１２：１５

１０６．学童期に人工内耳手術を行なった遺伝性難聴症例について

○岡 晋一郎，高橋優宏，古舘佐起子，小山田匠吾，久保田江里，植草智子，櫻井 梓，小林憲司，

岩崎 聡

国際医療福祉大学三田病院耳鼻咽喉科

１０７．学童期から成人前までに人工内耳を要した症例の遺伝学的検討

○荒井康裕１），髙田顕太郎２），和田 昂３），逆井 清２），森下大樹３），西尾信哉４），宇佐美真一４）

１）横浜市立大学医学部耳鼻咽喉科頭頚部外科，２）横浜栄共済病院耳鼻咽喉科，

３）横浜市立大学附属市民総合医療センター耳鼻咽喉科，４）信州大学人工聴覚器学

特別セミナー：いよいよ始まった難聴の遺伝子治療

司会 宇佐美真一

Efficacy and Safety of DB―OTO Gene Therapy in Pediatric Patients with Profound
Hearing Loss

Jay Rubinstein

University of Washington, Seattle, WA, USA

感音難聴を治す！―遺伝子治療が変える難聴医療

吉村豪兼

信州大学医学部耳鼻咽喉科頭頸部外科

１０月１７日（金）
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１２：２５～１３：１５

１３：２０～１４：３０

ランチョンセミナー４：難聴児のきこえとことばを伸ばすために

司会 土井礼子

「育児語」の役割

井上ひとみ

日本福祉大学中央福祉専門学校

「ことばの土台」をしっかり作る

木村 恵

弘前大学医学部附属病院

「ことばの土台」を広げる重要性

山田奈保子

福島県総合療育センター

生活言語を拡充させ「学習言語」につなげるには

土井礼子

なないろ教室

第１６群：補聴４

座長 佐藤宏昭

髙橋邦行

１０８．伝音難聴に対する頭部接触による音声伝達法

○富澤晃文１），坂田英明２）

１）国際医療福祉大学成田保健医療学部，２）川越耳科学クリニック

１０９．異なった聴覚補償機器を選択した両側伝音難聴の母子例

○稲葉尚彦１），須川愛弓１），臼井智子２），増田佐和子２）

１）国立病院機構三重病院リハビリテーション科，２）国立病院機構三重病院耳鼻咽喉科

１１０．一側性難聴に対する ADHEARの効果と有用性

○川上涼輔１），松田悠佑１），小池隆史１），田中 佑１），野尻 尚２），東野哲也１）

１）国際医療福祉大学病院耳鼻咽喉科，２）国際医療福祉大学成田病院耳鼻咽喉科・頭頚部外科

第１
会場 １０月１７日（金） 午後
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１４：３０～１５：４０

１１１．先天性外耳道閉鎖症を伴う両側重度混合難聴症例に対する Baha両側装用の聴覚成績

○野尻 尚１），松田悠佑２），田中 佑２），小島敬史３），東野哲也２）

１）国際医療福祉大学成田病院耳鼻咽喉科，２）国際医療福祉大学病院耳鼻咽喉科，

３）国立病院機構栃木医療センター耳鼻咽喉科

１１２．難治性好酸球性中耳炎例に対する生物学的製剤と BahaⓇによる聴覚管理

○高木 嶺１），野尻 尚１），松田悠佑２），田中 佑２），岡野光博１），野口佳裕１），東野哲也２）

１）国際医療福祉大学成田病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科，２）国際医療福祉大学病院耳鼻咽喉科

１１３．骨固定型補聴器（Baha）症例の埋込術後の効果予測における骨導語音の有用性の検討

○長瀨航輝１），内山唯史１），吉川藻汐１），西川勇大１），相澤圭洋２），逆井 清３），荒井康裕２）

１）横浜市立大学附属病院リハビリテーション部耳鼻咽喉科，

２）横浜市立大学附属病院耳鼻咽喉科・頭頚部外科，

３）横浜市立大学附属市民総合医療センター耳鼻咽喉科・頭頚部外科

１１４．新規骨固定型補聴器（Osiaシステム）の有効性評価
―Bahaとの両耳装用効果に関する検討―

○坂井亜美，寺岡正人，羽藤直人

愛媛大学医学部付属病院耳鼻咽喉科

第１７群：人工中耳、人工内耳４

座長 大島猛史

樫尾明憲

１１５．人工内耳装用児の言語発達と療育の重要性

桑原 桂

姫路獨協大学保健医療学部言語聴覚療法学科

１１６．人工内耳装用児をもつ難聴者の両親へのアンケート調査

○原 大介１），吉田忠雄２），福永有可里１），谷口里花子１），小林万純２），曾根三千彦２）

１）名古屋大学医学部附属病院リハビリテーション部，

２）名古屋大学大学院医学系研究科頭頸部・感覚器外科学耳鼻咽喉科

１１７．人工内耳装用者を支える家族の QOL評価

○實川純人，海﨑 文，木村綾美，吉田有梨枝，高野賢一

札幌医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座

１０月１７日（金）
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１５：４０～１６：５０

１１８．人工内耳の術前後のイメージの差は満足度に影響するのか

○山岡紗也，權田綾子，吉村豪兼，工 穣

信州大学医学部附属病院耳鼻咽喉科頭頸部外科

１１９．企業と連携した人工内耳装用者サポートルームの院内設置と２年間の利用実態分析

○山崎博司１），近藤香菜子１），井口奈美江１），十名洋介１），西村幸司１），大森孝一２）

１）京都大学大学院医学研究科耳鼻咽喉科・頭頸部外科，

２）京都大学大学院医学研究科頭頸部腫瘍先進治療学講座

１２０．当科における人工内耳スピーチプロセッサのアップグレードの現状

○伊勢桃子，折田頼尚

熊本大学耳鼻咽喉科頭頸部外科

１２１．N22人工内耳症例における長期装用後の変化

○冨澤文子１）２），西山信宏１）２），野波尚子１）２），前田沙知１）２），平田翔子１）２），白井杏湖１）２），塚原清彰１）

１）東京医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野，２）東京医科大学病院聴覚・人工内耳センター

第１８群：人工中耳、人工内耳５

座長 南 修司郎

吉田忠雄

１２２．過去５年間に当科にて聴神経腫瘍摘出と同時同側人工内耳植え込み術を施行した８例
の検討

○細谷 誠１）２），山中歩美１），須田悟史１）２），島貫茉莉江１）２），上野真史１）２），西山崇経１）２），小澤宏之１），

大石直樹１）２）

１）慶應義塾大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室，２）慶應義塾大学病院聴覚センター

１２３．術中 eSRTの出現傾向と AutoNRT閾値との関係について

○榎本千江子１），南 修司郎１），加我君孝２）

１）独立行政法人国立病院機構東京医療センター耳鼻咽喉科，

２）独立行政法人国立病院機構東京医療センター感覚器センター

１２４．人工内耳術後早期音入れによるインピーダンスの変化

○室久志織，吉村豪兼，權田綾子，山岡紗也，工 穣

信州大学医学部附属病院耳鼻咽喉科頭頸部外科

１０月１７日（金）
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１２５．CI―2004を用いた人工内耳装用者における語音弁別能の経時的変化についての検討

○小林憲司，高橋優宏，古舘佐起子，岡 晋一郎，小山田匠吾，久保田江里，植草智子，櫻井 梓，

岩崎 聡

国際医療福祉大学三田病院耳鼻咽喉科

１２６．成人人工内耳症例の単音明瞭度初期改善経過の検討

○赤松裕介１），廣田栄子２），尾形エリカ１），鴨頭 輝１），小山 一１），坂田阿希１），樫尾明憲１），近藤健二１）

１）東京大学医学部耳鼻咽喉科・頭頚部外科，２）筑波大学

１２７．成人期中途難聴人工内耳装用者における単音明瞭度の検討 ４種の語表比較

○尾形エリカ１），赤松裕介１），廣田栄子２），鴨頭 輝１），小山 一１），坂田阿希１），樫尾明憲１），近藤健二１）

１）東京大学医学部耳鼻咽喉科・頭頚部外科，２）筑波大学

１２８．高齢者における人工内耳の装用効果―第２報―

○岩城 忍１），横井 純２），上原奈津美２），藤田 岳２），柿木章伸３），丹生健一２）

１）神戸大学医学部附属病院リハビリテーション部，

２）神戸大学医学部附属病院耳鼻咽喉・頭頸部外科，

３）高知大学医学部附属病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科

１０月１７日（金）
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８：４０～９：５０第１９群：聴覚障害３

座長 小林一女

大石直樹

１２９．新生児聴覚スクリーニングを受けずに難聴診断に至った小児例の検討

○北野雅子１），林 希朗２），大原奈里３）

１）三重大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉・頭頸部外科，

２）三重大学医学部附属病院リハビリテーション部，３）三重大学医学部附属病院検査部

１３０．当科における新生児聴覚スクリーニング Pass後難聴症例の検討（第二報）

○末松真弓，中村高志，兵庫美砂子，瀧 正勝

京都府立医科大学附属病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室

１３１．１８トリソミー、１３トリソミーの難聴・治療についての検討

○佐藤梨里子１），吉村豪兼２），工 穣２）

１）長野県立こども病院耳鼻咽喉科，２）信州大学医学部耳鼻咽喉科頭頸部外科

１３２．先天性サイトメガロウイルス感染症８児の臨床像と問題点

○新川智佳子１），天野彰子１），中村美代子１），天野真太郎１），阿部希望２），佐藤榛希２），後藤崇成１），

伊藤 吏１）

１）山形大学医学部耳鼻咽喉・頭頸部外科学講座，

２）山形大学医学部附属病院リハビリテーション部

１３３．バルガンシクロビルを投与された先天性サイトメガロウイルス感染症３例の聴力経過

○伊藤有未１），杉本千鶴２），藤枝重治１）

１）福井大学医学部耳鼻咽喉科・頭頚部外科，２）福井勝山総合病院耳鼻咽喉科

１３４．３歳児健診を契機に当科を受診した症例の検討

○外池百合恵，有本友季子，仲野敦子

千葉県こども病院耳鼻咽喉科

１３５．通常学級に在籍する聴覚障害児の聞こえの QOL、聴力正常児との比較から

中川辰雄

横浜国立大学

第２
会場 １０月１７日（金） 午前
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９：５０～１０：５０第２０群：聴覚障害４

座長 神﨑 晶

池園哲郎

１３６．突発性難聴患者の予後予測マーカーとしての血中ビタミンＤの有用性

○髙橋恵里沙１），宇田川友克１）２），中澤 宝１）３），平林源希１），栗原 渉１），高橋昌寛１），櫻井結華１），

山本 裕１），小島博己１）

１）東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科，２）東邦大学医療センター大橋病院耳鼻咽喉科，

３）太田総合病院耳鼻咽喉科

１３７．片側性急性感音性難聴３５８例の臨床統計

根本俊光

成田赤十字病院耳鼻咽喉科

１３８．突発性難聴の治療アルゴリズムを用いた長野県内多施設共同前向き研究
～アルゴリズム逸脱例の検討

○鬼頭良輔，工 穣

信州大学医学部耳鼻咽喉科頭頸部外科

１３９．突発性難聴罹患後の非対称性・一側性難聴者の不安について
～自由記入アンケートの質的分析から

○久保田江里，高橋優宏，古舘佐起子，岡 晋一郎，小山田匠吾，植草智子，櫻井 梓，小林憲司，

岩崎 聡

国際医療福祉大学三田病院耳鼻咽喉科

１４０．急性感音難聴に対して中耳洗浄液中 CTP値と治療後聴力改善、発症時症候との関連
性の検討

○河野正充，大谷真喜子，保富宗城

和歌山県立医科大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科

１４１．脳血管障害による両側聴放線の局所障害で発症した中枢性感音難聴の一症例

○穐吉亮平１）２），田中康広２），加我君孝１）３）

１）東京医療センター臨床研究（感覚器）センター，

２）獨協医科大学埼玉医療センター耳鼻咽喉・頭頸部外科，３）神尾記念病院

１０月１７日（金）
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１０：５０～１１：５０第２１群：聴覚障害５

座長 内田育恵

森田由香

１４２．主観的難聴と労働・身体的問題の関連性：インターネット大規模横断研究からの報告

○鈴木 淳１），高橋ひより１），髙井俊輔１），池田怜吉２），香取幸夫１）

１）東北大学医学部耳鼻咽喉・頭頸部外科，２）岩手医科大学医学部耳鼻咽喉科頭頸部外科

１４３．一般地域住民における４分法ＡとＢの聴力レベル分布および自覚症状の比較

○杉浦彩子１）２），下野真理子２），内田育恵２）３），伊藤恵里奈１）２），岩村祥平２），鈴木宏和４），曾根三千彦６），

中島 務５）

１）刈谷きこえのクリニック，２）国立長寿医療研究センター耳鼻いんこう科，

３）愛知医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科，４）朝日町すずき耳鼻咽喉科，

５）一宮医療療育センター，６）名古屋大学耳鼻咽喉科

１４４．抗加齢ドックに参加した健常成人における聴力と軽度認知機能障害に関する検討

○寺岡正人，坂井亜美，羽藤直人

愛媛大学医学部耳鼻咽喉科

１４５．高齢者における雑音下語音明瞭度の検討―健聴者と難聴者の比較―

○亀井昌代１），鈴木万達１），池田怜吉１），平海晴一２），米本 清３），中村 理４），堂脇 優４），小林陽佑４），

岩田貴之４），前田博史４）

１）岩手医科大学耳鼻咽喉科頭頸部外科，２）天理よろづ相談所病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科，

３）岩手県立大学名誉教授，４）ソニー株式会社

１４６．東北メディカル・メガバンクプロジェクトのデータを用いた加齢性難聴と飲酒に関す
る疫学研究

○高橋ひより１），鈴木 淳１），川瀬哲明１），池田怜吉２），香取幸夫１）

１）東北大学病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室，２）岩手医科大学耳鼻咽喉科頭頸部外科学講座

１４７．難聴によるハンディキャップと孤独感についての検討

○稲木利英，鈴本典子，大川智恵，百束 紘，和佐野浩一郎

東海大学

１０月１７日（金）
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１２：２５～１３：１５

１３：２０～１４：３０

ランチョンセミナー５：今から始める難聴の遺伝子診断

司会 野口佳裕

誰でも分かる遺伝学的検査

西尾信哉

信州大学医学部人工聴覚器学講座

分かりやすい遺伝子診断の実際

北尻真一郎

北尻耳鼻咽喉科

第２２群：聴覚障害６

座長 仲野敦子

白井杏湖

１４８．ACTG1 遺伝子による進行性難聴を認めた一家系

○江﨑友子１），柴田知紗１），浅見勝巳２），工藤祥子２），笠原伸洋２），八橋香文２），西尾信哉３），宇佐美真一３）

１）あいち小児保健医療総合センター耳鼻いんこう科，

２）あいち小児保健医療総合センター言語聴覚科，３）信州大学医学部人工聴覚器講座

１４９．COCH 遺伝子変異が原因と考えられた両側感音難聴の１家系

○佐久間直子１），西尾信哉２），宇佐美真一２），松延 毅１）

１）日本医科大学付属病院耳鼻咽喉科，２）信州大学医学部人工聴覚器学講座

１５０．難聴家系における新規 TECTA遺伝子変異の同定

○小田尊志１），石野岳志１），藤田 陸１），竹野幸夫１），宇佐美真一２），西尾信哉２）

１）広島大学大学院耳鼻咽喉科学・頭頸部外科学，２）信州大学医学部医学科人工聴覚器学

１５１．新規 SMPX遺伝子バリアントが同定された難聴の１例

○柴田知紗１），江﨑友子１），浅見勝巳２），工藤祥子２），笠原伸洋２），八橋香文２），西尾信哉３），宇佐美真一３）

１）あいち小児保健医療総合センター耳鼻いんこう科，

２）あいち小児保健医療総合センター言語聴覚科，３）信州大学医学部人工聴覚器講座

１５２．常染色体顕性非症候性難聴の TMC1遺伝子異常による難聴と同定した兄弟例

○藤田陸登１），石野岳志１），小田尊志１），宇佐美真一２），西尾信哉２）

１）広島大学病院耳鼻咽喉科頭頸部外科，２）信州大学医学部人工聴覚器講座

第２
会場 １０月１７日（金） 午後
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１４：３０～１５：３０

１５３．後天性に難聴を自覚あるいは指摘された GJB2 遺伝子バリアント例の検討

○グエン ディン ナム１），野尻 尚２），西尾信哉３），宇佐美真一３），野口佳裕２）３）

１）国際医療福祉大学成田病院，２）国際医療福祉大学成田病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科，

３）信州大学医学部人工聴覚器学講座

１５４．低音障害型難聴を呈する MYO7A 難聴の遺伝学的・臨床的特徴

○小泉博美１），佐野眞一１），佐野典子１），西尾信哉２），宇佐美真一１）２）

１）協愛医院，２）信州大学医学部人工聴覚器学講座

第２３群：聴覚障害７

座長 増田佐和子

上原奈津美

１５５．Auditory Neuropathyを呈した DIAPH1 バリアント例

○佐原聡甫１），中西 啓１），喜夛淳哉１），西尾信哉２），宇佐美真一２），三澤 清１）

１）浜松医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科，２）信州大学医学部人工聴覚器学講座

１５６．DIAPH3遺伝子変異による遺伝性難聴家系の１例

○石谷えみ１），近藤英司１），東 貴弘１），坂本 幸１），北村嘉章１），西尾信哉２），宇佐美真一２）

１）徳島大学医学部耳鼻咽喉科頭頸部外科，２）信州大学医学部人工聴覚器学講座

１５７．OPA1遺伝子バリアントによる感音難聴の臨床的特徴と進行性

○河北真幸１），工 穣２），小林有美子３），安達美佳４），岡野高之５），山崎博司６），中山 潤７），大平真也８），

西尾信哉９），宇佐美真一９）

１）信州大学耳鼻咽喉科頭頸部外科学教室，２）信州大学医学部耳鼻咽喉科頭頸部外科学教室，

３）岩手医科大学附属病院臨床遺伝学科，

４）東北大学大学院医学系研究科神経・感覚器病態学講座耳鼻咽喉・頭頸部外科分野，

５）藤田医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科，６）京都大学医学部附属病院耳鼻咽喉科，

７）滋賀医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座，８）湘南鎌倉総合病院耳鼻咽喉科，

９）信州大学医学部人工聴覚器講座

１５８．遺伝学的検査で CHD7 遺伝子バリアントが検出された小児難聴症例の検討

○仲野敦子１），有本友季子１），外池百合恵１），松永達雄２）

１）千葉県こども病院耳鼻咽喉科，２）東京医療センター臨床遺伝センター

１０月１７日（金）
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１５：３０～１６：５０

１５９．地域中核病院における遺伝学的検査の有用性の検討

○大平真也１）２）３），宇佐美真一４）

１）聖マリアンナ医科大学耳鼻咽喉科学講座，２）徳洲会湘南鎌倉総合病院耳鼻咽喉科，

３）東邦大学医療センター大森病院耳鼻咽喉科，４）信州大学医学部人工聴覚器講座

１６０．難聴の遺伝カウンセリングにおける遺伝カウンセラーの関わり

○安西風花１）２），荒井康裕３），大平真也４），岡 晋一郎５），宇佐美真一２）

１）横浜市立大学附属市民総合医療センター遺伝子診療科，２）信州大学医学部人工聴覚器学講座，

３）横浜市立大学附属病院耳鼻咽喉科，４）湘南鎌倉総合病院耳鼻咽喉科，

５）国際医療福祉大学三田病院耳鼻咽喉科

第２４群：聴覚障害８

座長 松延 毅

水足邦雄

１６１．認定こども園における保育者の騒音ばく露に関する実態調査

○横山 栄，小林知尋

一般財団法人小林理学研究所

１６２．楽器演奏家の日常的な音響曝露調査―Jazz演奏者を対象として―

○上田麻理１），廣江正明２），坂田英明３）

１）神奈川工科大学情報学部，２）小林理学研究所，３）川越耳科学クリニック

１６３．リスニングケア機能搭載イヤホンによる音響暴露軽減効果とshort time TTSの検出に
関する検討

○伊藤 卓１），田中 克２），藤原 舞２），藤川太郎１），山本 桂１），澤田光毅１），堤 剛１）

１）東京科学大学医学部耳鼻咽喉科，２）ヤマハ株式会社研究開発統括部

１６４．心因性難聴児の発達心理検査

○中原 啓１）２），間 三千夫２），硲田猛真１）

１）地方独立行政法人りんくう総合医療センター耳鼻咽喉科頭頸部外科，

２）地方独立行政法人りんくう総合医療センター聴覚・言語支援センター

１６５．機能性難聴を呈する子どもの心理発達評価に関する検討

○松本 恵１）２），中川あや３），三好紀子４）

１）大阪大学大学院人間科学研究科，２）大阪大学大学院連合小児発達学研究科生命情報学，

３）市立池田病院，４）ためなが温泉病院

１０月１７日（金）
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１６６．機能性難聴小児例と非小児例の検討

○福井淳平，野尻 尚，野口佳裕

国際医療福祉大学成田病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科

１６７．アンケート調査による機能性難聴に対する補聴器の有効性の検討

○柴田章帆１），野尻 尚２），我那覇 章２），野口佳裕２）

１）国際医療福祉大学成田病院，２）国際医療福祉大学成田病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科

１６８．頭内爆発音症候群の２例

○高野峻輔１），野尻 尚２），我那覇 章２），野口佳裕２）

１）国際医療福祉大学成田病院，２）国際医療福祉大学成田病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科

１０月１７日（金）
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８：４０～９：５０第２５群：聴覚検査２

座長 小池卓二

原田竜彦

１６９．「純音閾値モデル」解説―第１回―

伊藤 健

帝京大学耳鼻咽喉科

１７０．dBSPL・dBHLの区別の学習は必要か？

竹内京子

順天堂大学スポーツ健康科学部

１７１．左右差を有する感音難聴者におけるヒアラブルデバイスを用いた聴力測定についての
検討

○佐々木彩花１）３），鈴木大介１），辺土名 貢１），井澤 幹１），土居彪悟１），藤田 航１），横山珠花１），

鈴木映里１），照井詩織１），神﨑 陵１），富澤晃文２），高野賢一３），新田清一１）

１）済生会宇都宮病院，２）国際医療福祉大学成田保健医療学部，

３）札幌医科大学耳鼻咽喉科・頭頚部外科学講座

１７２．メニエール病症例と健常者におけるワイドバンドティンパノメトリーのアブソーバン
ス差についての検討

○池田ひとみ１），牛尾宗貴１），矢部響樹１），佐藤美都２），岡田将史３），太田 康１）

１）東邦大学医療センター佐倉病院耳鼻咽喉科，

２）東邦大学医療センター佐倉病院臨床生理機能検査部，

３）東邦大学医療センター佐倉病院リハビリテーション部

１７３．シュローダー位相調波複合音を用いた同側耳小骨筋反射測定
―新たな蝸牛神経活動の同期性評価法として

原田竜彦１）２）

１）国際医療福祉大学熱海病院，２）電気通信大学脳・医工学研究センター

１７４．聴覚時間分解能検査の作成―無音検出閾値分布の推定―

○森 周司１），森本隆司２），岡本康秀３）４），神﨑 晶５）

１）九州大学システム情報科学研究院情報学部門，２）リオン株式会社医療機器事業部，

３）東京都済生会中央病院耳鼻咽喉科，４）慶應義塾大学医学部耳鼻咽喉科頭頚部外科学教室，

５）国立病院機構東京医療センター感覚器センター

第３
会場 １０月１７日（金） 午前
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９：５０～１０：５０

１７５．難聴者における多方向音源下追唱能力の評価法の課題

○江洲欣彦１）２），杉田裕子１），原田遼平１）

１）さいたま市民医療センター，２）自治医科大学附属さいたま医療センター

第２６群：聴覚検査３

座長 田渕経司

川島慶之

１７６．単音節語音検査用音源に求められる特性 １
―雑音の違いが雑音下語音聴力検査の正答率に与える影響―

○中村 理１），米本 清２），鈴木万達３），亀井昌代３），池田怜吉３），平海晴一３）４），畠山 恵５），志磨村早紀５），

北 義子６），小杉裕子５），岡野由実７），堂脇 優１），小林陽佑１），岩田貴之１），前田博史１）

１）ソニー株式会社，２）岩手県立大学名誉教授，３）岩手医科大学耳鼻咽喉科頭頸部外科，

４）天理よろづ相談所病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科，５）武蔵野大学人間科学部，

６）武蔵野大学人間科学研究所，７）群馬パース大学リハビリテーション学部言語聴覚学科

１７７．単音節語音検査用音源に求められる特性 ２
―雑音下語音検査における話者が各年代の異聴傾向に与える影響―

○鈴木万達１），亀井昌代１），池田怜吉１），平海晴一２），米本 清３），中村 理４），堂脇 優４），小林陽佑４），

岩田貴之４），前田 史４）

１）岩手医科大学耳鼻咽喉科頭頸部外科，２）天理よろづ相談所病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科，

３）岩手県立大学名誉教授，４）ソニー株式会社

１７８．単音節語音検査用音源に求められる特性 ３
―話者の異なる音源が雑音下での異聴傾向に与える影響―

○柳澤 瞳１）２），畠山 恵３），志磨村早紀３），北 義子１），小杉裕子３），河路琢図４），米本 清５），中村 理６），

堂脇 優６），小林陽佑６），前田博史６）

１）武蔵野大学人間科学研究所，２）京都田辺中央病院，３）武蔵野大学人間科学部，

４）武蔵野大学大学院，５）岩手県立大学名誉教授，６）ソニー株式会社

１７９．単音節語音検査用音源に求められる特性 ４
―検査語数削減が雑音下検査の精度維持に与える影響―

○河路琢図１），柳澤 瞳２）３），畠山 恵４），志磨村早紀４），北 義子２），小杉裕子４），米本 清５），中村 理６），

堂脇 優６），小林陽佑６），前田博史６）

１）武蔵野大学大学院，２）武蔵野大学人間科学研究所，３）京都田辺中央病院，

４）武蔵野大学人間科学部，５）岩手県立大学名誉教授，６）ソニー株式会社

１０月１７日（金）
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１０：５０～１２：００

１８０．単音節語音検査用音源に求められる特性 ５
―話者の異なる音源による静寂下語音明瞭度の差異―

○岡野由実１），榎 陽斗１），米本 清２），中村 理３），堂脇 優３），小林陽佑３）

１）群馬パース大学リハビリテーション学部言語聴覚学科，２）岩手県立大学名誉教授，

３）ソニー株式会社

１８１．単音節語音検査用音源に求められる特性 ６
―話者の声質に対する主観評価と語音明瞭度との関係―

○榎 陽斗１），岡野由実１），米本 清２），中村 理３），堂脇 優３），小林陽佑３）

１）群馬パース大学リハビリテーション学部言語聴覚学科，２）岩手県立大学名誉教授，

３）ソニー株式会社

第２７群：補聴５

座長 杉内智子

泉 修司

１８２．補聴器外来業務と補聴器自院処方を支援する統合データベースの構築と活用

○森安宏明，石川聡美，菊池奈美，金谷浩一郎

耳鼻咽喉科かめやまクリニック

１８３．医療者主導の補聴器診療を目指す言語聴覚士を対象とした遠隔育成事業 第一報

○戎野ちひろ１）２），大石直樹１）３），山田浩之３）４），鈴木大介５），太田久裕４），西山崇経１）３），新田清一３）５）

１）慶應義塾大学病院聴覚センター，２）日野市立病院耳鼻咽喉科，

３）慶應義塾大学病院耳鼻咽喉科・頭頚部外科，４）けいゆう病院耳鼻咽喉科，

５）済生会宇都宮病院耳鼻咽喉科

１８４．当院における補聴器外来の現況と聴覚ケアの検討

○井田彩織１）３），杉内智子１）３），佐藤紀代子２）３），明神里香３），鈴木美華１），根岸 歩３）

１）杉内医院，２）県立広島大学保健福祉学部，３）ことばの森

１８５．持参補聴器外来での補聴器導入経緯別の形態と装用効果についての検討

○吉川藻汐１），内山唯史１），長瀨航輝１），西川勇大１），相澤圭洋２），荒井康裕２）

１）横浜市立大学附属病院リハビリテーション部耳鼻咽喉科，

２）横浜市立大学附属病院耳鼻咽喉科・頭頚部外科

１０月１７日（金）
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１８６．当院補聴器外来で装用訓練を行った難聴患者の臨床像
―補聴器外来開設から８年間の検討―

○加瀬里菜１），山田浩之１）２），太田久裕１），吉田有砂１），布施慈光１），羽富彩映１），大石直樹２）

１）けいゆう病院耳鼻咽喉科，２）慶應義塾大学医学部耳鼻咽喉科学教室

１８７．日本語話者の使用する補聴器の周波数特性と語音明瞭度の関係について

○砥綿敬史１），稲木利英２），和佐野浩一郎２）

１）東海大学医学部付属病院リハビリテーション技術科，

２）東海大学医学部専門診療学系耳鼻咽喉科・頭頸部外科学

１８８．聴覚障害をもつ保健医療従事者の補聴機器およびコミュニケーション方法の分析

○栗原房江１），廣田栄子２）

１）東京大学大学院経済学研究科，２）筑波大学

１０月１７日（金）
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１２：２５～１３：１５

１３：３０～１３：５０

１３：５０～１４：４０

ランチョンセミナー６

司会 鈴木光也

ワイドバンドティンパノメトリを知る～中耳疾患から内耳疾患の診断へ～

我那覇 章

国際医療福祉大学成田病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科

第２８群：聴覚リハビリテーション キーノートレクチャー

座長 東野哲也

１８９．聴覚障害児・者のための音楽活動～２４年間の活動報告と現在の音楽トレーニング～

○松本祐二１）２）４）５），丸山典子１）２），内之倉勝哉１）３）

１）一般社団法人難聴者音楽感受研究所，２）昭和医科大学，３）城西国際大学，

４）洗足学園音楽大学，５）東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団

第２９群：聴覚リハビリテーション

座長 野原 信

白馬伸洋

１９０．高精細音響技術を用いたリハビリテーションにおける雑音下言語聴取能改善効果と聴
覚中枢との関連性

○石野岳志，小田尊志，藤田陸登，竹野幸夫

広島大学医学部耳鼻咽喉科頭頸部外科

１９１．聴覚リハビリテーションと処理速度の関係

○石渡智一１），古川大輔１），村西幸代１），関田恭子２）３）

１）君津中央病院リハビリテーション科言語聴覚室，２）君津中央病院耳鼻いんこう科，

３）千葉大学医学部附属病院耳鼻咽喉・頭頸部外科

１９２．文章追唱法による追唱率の多角的検討
―文章追唱訓練前後の追唱率改善度と語音弁別能との比較―

○三瀬和代１），坂本璃彩１），藤川太郎１），三輪 徹１），浅井康徳１），樽井彬人１），篠原義郎２），白馬伸洋１）

１）帝京大学医学部附属溝口病院耳鼻咽喉科，２）愛媛ヒアリングエイド

第３
会場 １０月１７日（金） 午後
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１４：４０～１５：３０

１９３．文章追唱法による追唱率の多角的検討
―文章追唱訓練開始時における追唱率と年齢及び最高語音明瞭度との比較―

○坂本璃彩１），三瀬和代１），藤川太郎１），三輪 徹１），浅井康徳１），樽井彬人１），篠原義郎２），白馬伸洋１）

１）帝京大学医学部附属溝口病院耳鼻咽喉科，２）愛媛ヒヤリングエイド

１９４．回復期リハビリテーション病棟における聴覚スクリーニング：認知機能・疾患別にみ
た耳鼻科受診希望との関連

○杉田裕子１），江洲欣彦２）３），原田遼平４）

１）さいたま市民医療センターリハビリテーション科，２）さいたま市民医療センター耳鼻咽喉科，

３）自治医科大学付属さいたま医療センター耳鼻咽喉科，４）さいたま市民医療センター臨床検査科

第３０群：聴性誘発反応

座長 伊藤 吏

千葉寛之

１９５．聴力精査が困難であった障害児に対する他覚的聴力検査の試み
○藤生美奈子１），別府玲子２）

１）愛知県青い鳥医療療育センターリハビリテーション部，

２）愛知県青い鳥医療療育センター耳鼻咽喉科

１９６．SENTIEROを用いた CE―Chirp ASSRと Peep show testでの聴覚閾値との関係性に
ついて

○浅見勝巳１），工藤祥子１），笠原伸洋１），江﨑友子２），柴田知紗２）

１）あいち小児保健医療総合センター耳鼻いんこう科部言語聴覚科，

２）あいち小児保健医療総合センター耳鼻いんこう科部診療科

１９７．Paired―click刺激法を用いた聴性脳幹反応による蝸牛シナプス障害の評価

○藤平晴奈１），古川茂人２）３）４），柏野牧夫４），森 周司１）

１）九州大学システム情報科学研究院，２）静岡社会健康医学大学院大学，３）静岡県立総合病院，

４）ＮＴＴコミュニケーション科学基礎研究所

１９８．純音刺激に基づく ASSRによる周波数内時間分解能の評価

○大澤孝太郎１），門脇誠一１），森本隆司３），田渕経司１），岡本秀彦２）

１）筑波大学耳鼻咽喉科頭頚部外科，２）国際医療福祉大学医学部医学科生理学教室，

３）リオン株式会社

１０月１７日（金）
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１５：３０～１６：５０

１９９．聴性定常反応を用いた周波数選択性の評価
○白鳥 優１），門脇誠一２），小渕千絵３），岡本秀彦４）

１）自治医科大学附属さいたま医療センター，２）筑波大学附属病院耳鼻咽喉科，

３）筑波大学人間系，４）国際医療福祉大学医学部

第３１群：聴覚障害児療育３

座長 井上理絵

坂田英明

２００．日本語版 KINDLＲ を用いた聴覚障害児の QOL評価

○及川絵美子，水川知子，水川敦裕

みずかわ耳鼻咽喉科医院

２０１．横浜市における難聴乳幼児の動向 難聴乳幼児実態調査２００１～２０２２

○島村広美，持松いづみ

横浜市総合リハビリテーションセンター発達支援部難聴幼児課

２０２．ろう・難聴生徒の支援の認識に関する予備的研究
―難聴の高校生へのインタビュー調査に基づく検討―

下中村 武

岡山大学学術研究院教育学域特別支援教育講座

２０３．セルフアドボカシー教育におけるロールプレイの効果

木村淳子

横浜市立ろう特別支援学校

２０４．就学前後期聴覚障害児における状況文脈に関する言及した理由説明の発達的変化につ
いて

○野原 信１）３），廣田栄子２），仲野敦子３），有本友季子３），猪野真純４），奥沢 忍５）

１）帝京平成大学健康メディカル学部言語聴覚学科，２）筑波大学，

３）千葉県こども病院耳鼻咽喉科，４）千葉県循環器病センターリハビリテーション科，

５）つくば市立竹園東小学校

２０５．相手への配慮が必要なコミュニケーション場面での聴覚障害児の意思表出に関する検討

○笹目友香１），山本弥生２），小渕千絵３）

１）筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター，

２）国際医療福祉大学成田保健医療学部言語聴覚学科，３）筑波大学人間系

１０月１７日（金）
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SPIOSPIO Society for Promotion of
International Oto-Rhino-Laryngology

２０６．難聴児が在籍する地域校に対する多職種連携による支援の取り組み

○臼井智子１），稲葉尚彦２），須川愛弓２），北野雅子３），林 希朗４），岡田留美５），四方菜帆子５），坂田典子５），

増田佐和子１）

１）国立病院機構三重病院耳鼻咽喉科，２）国立病院機構三重病院リハビリテーション科，

３）三重大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉・頭頸部外科，

４）三重大学医学部附属病院リハビリテーション部，

５）三重県立子ども心身発達医療センター難聴児支援課（難聴児支援センター）

２０７．“まだ大丈夫”の代償：見逃される軽中等度難聴児と多職種で挑む支援

○茂木雅臣，小原 透，篠原悠子，近松一朗

群馬大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科学

１０月１７日（金）

第７０回日本聴覚医学会総会・学術講演会は一般社団法人曽田豊二記念財団，公益財団法人国際

耳鼻咽喉科学振興会，コストコホールセールジャパン株式会社より助成いただきました



展示期間：第１日目 １０月１６日（木） ８：３０～１８：３０

第２日目 １０月１７日（金） ８：３０～１５：００

会 場：成田国際文化会館

大ホールホワイエ，ロビー

総
合
受
付

企業展示会場案内
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❶ ㈱日本コクレア

❷ ソノヴァ・ジャパン㈱

❸ スターキージャパン㈱

❹ PATH MEDICAL GmbH

❺ ㈱モリタ製作所

❻ リオン㈱

❼ ㈱名優

❽ メドエルジャパン㈱

❾ セオリアファーマ㈱

10 マキチエ㈱

11 WSオーディオロジージャパン㈱ シグニア補聴器

12 WSオーディオロジージャパン㈱ ワイデックス補聴器

13 ブルームヒアリング㈱

14 ㈱ビー・エム・エル

15 デマント・ジャパン㈱

16 ダイアテックジャパン㈱

17 日本光電工業㈱

18 GNヒアリングジャパン㈱

19 永島医科器械㈱

20 コルチトーン補聴器㈱

21 ㈱永和システムマネジメント

22 ㈱三和製作所

出展企業一覧
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会 場：成田国際文化会館

2Fロビー

❶ 全日本難聴者・中途失聴者団体連合会

❷ 人工内耳友の会 ACITA

❸ 声援隊

❹ NPO信州きこえとことばのセンターやまびこ

❺ 特定非営利活動法人 人工聴覚情報学会

❻ 特定非営利活動法人 みみトモランド

患者団体展示会場案内
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第７０回日本聴覚医学会総会・学術講演会を開催するにあたり、皆様より多大なご支援とご協力を賜りました。
ここに謹んで御礼申し上げます。

第７０回日本聴覚医学会総会・学術講演会
会長 野口 佳裕

協賛企業

（五十音順・敬称略）
（２０２５年９月１６日現在）

アニマ株式会社
株式会社永和システムマネジメント
コルチトーン補聴器株式会社
株式会社三和製作所
GNヒアリングジャパン株式会社
スターキージャパン株式会社
セオリアファーマ株式会社
ソノヴァ・ジャパン株式会社
ダイアテックジャパン株式会社
WSオーディオロジージャパン株式会社
シグニア補聴器

WSオーディオロジージャパン株式会社
ワイデックス補聴器
デマント・ジャパン株式会社
永島医科器械株式会社

NISSHAゾンネボード製薬株式会社
日本光電工業株式会社
株式会社日本コクレア
日本メドトロニック株式会社
PATH MEDICAL GmbH

株式会社ビー・エム・エル
ブルームヒアリング株式会社
マキチエ株式会社
株式会社名優
メドエルジャパン株式会社
株式会社モリタ製作所
ユフ精器株式会社
米屋株式会社
リオン株式会社

協賛企業一覧
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SYNCHRONY2 
SYNCHRONY2は、 個々の蝸牛に対応した柔軟な電極アレイ、

3.0テスラに対する条件付MRI対応 ＊、 ピンによる固定、 独立した

出カコンデンサなど、 SYNCHRONYの包括的なポ ー トフォリオに

加え、 左右対称の電極リ ー ドデザインを備えています。

SYNCHRONY2 

電極リ ー ドの中央配置

左右対称の中心電極リ ー ド配置
によりインプラントの設置や
手術の取り扱いをシンプル化

緑色マー カ ー ドット

S-Vector マグネット

独自の設計により、 MRIの安全性 ＊ や
アー チファクトのサイズに影響を及ぼす
ことなく磁石の強度を25％向上 ＊＊

個々の蝸牛に合わせた電極選択

10種類のサイズバリエ ーションから
個々の蝸牛サイズに合わせて電極
アレイを選択可能

電極の挿入深度をコントロ ール
しやすくする視認性の高い緑色マ ー カ ー

• SYNCHRONY2を装用された方は、 添付文書に記載されている条件に従い0.2、 1.0、 1.5、 3.0テスラでMRI検査を受けることができます。（注：3.0テスラはSYNCHRONY2およびSYNCHRONY のみ）

＊＊当社調べ

販売名：メドエル人工内耳SYNCHRONY2承認番号：30400BZl00025000 販売名：メドエル人工内耳SYNCHORNY2 FLEX承認番号：30400BZl00026000

選任製造販売業者

MED "' EL 
メドエルジャパン株式会社

〒101-0062東京都千代田区神田駿河台2-1-20   5階

TEL: 03-5283-7266（代表） FAX: 03-5283-7265 

https://www.medel.com/ja/

メドエルジャバンカスタマーサポートダイヤル
さ ー よ い みみ

函® 0120-30-4133 竺呼、：：
こ

末日年t門閏:言pg!
― info@mlj-direct.com CD 03-5283-7694 

部品購入専用WEBサイトメドエルダイレクト

http://mlj-direct.com/ 
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